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医療法人 医仁会

附属施設/医仁会武田総合病院リハビリセンター
〒601-1439　京都市伏見区石田森東町27-1
TEL.075-572-5139　FAX.075-571-8877

疾病予防センター
〒601-1495　京都市伏見区石田森南町28-1
TEL.075-572-6365

医仁会武田総合病院
〒601-1495　京都市伏見区石田森南町 28-1 （地下鉄石田駅 ・ 外環状線沿）
TEL.075-572-6331　FAX.075-571-8877

救急告示病院・臨床研修指定病院・卒後臨床研修評価機構認定病院・
歯科医師臨床研修指定病院・開放型病院・日本医療機能評価機構認定病院・
京都府がん診療推進病院

精華町国民健康保険病院
〒619-0241　京都府相楽郡精華町祝園砂子田7番地（JR祝園駅 ・ 近鉄新祝園駅前）
TEL.0774-94-2076　FAX.0774-93-2818

指定管理者 医療法人 医仁会　救急告示病院

老人保健施設 白寿 ※☆
〒601-1434　京都市伏見区石田森南町9番地
TEL.075-572-8207　FAX.075-572-8726

京都市下京区地域介護予防推進センター
〒600-8223　京都市下京区七条通西洞院西入る南側大黒町227 第2キョートビル5階
TEL.075-361-1060　FAX.075-361-0901

※☆

☆

老人保健施設 いわやの里
〒607-8177　京都市山科区大宅古海道町52
TEL.075-572-1811　FAX.075-572-1880
指定管理者 医療法人 医仁会
辰巳診療所
〒601-1345　京都市伏見区醍醐外山街道町21
TEL.075-571-8545　FAX.075-571-8555

医療法人 財団 医道会
回復期リハビリテーション病棟・救急告示病院・開放型病院・日本医療機能評価機構認定病院

緩和ケア病棟・日本医療機能評価機構認定病院

十条武田リハビリテーション病院

〒601-8107　京都市南区上鳥羽南唐戸町７番地 Ｋビル１階 表・中号
TEL.075-671-2415　FAX.075-671-2435

十条訪問看護ステーション ☆

〒601-8325　京都市南区吉祥院八反田町32（十条新千本角）
TEL.075-671-2351　FAX.075-671-2961

稲荷山武田病院
〒612-0801　京都市伏見区深草正覚町27番地（京阪鳥羽街道駅）
TEL.075-541-3371　FAX.075-532-5115

京都駅前武田透析クリニック
〒600-8216　京都市下京区木津屋橋通新町西入東塩小路町606-3-2 三　京都駅前ビル6階
TEL.075-351-9200　FAX.075-351-9201 

康生会クリニック
〒600-8231　京都市下京区油小路通下魚ノ棚下る油小路町277
TEL.075-354-7227　FAX.075-354-7228

医療法人 財団 康生会
救急告示病院・地域医療支援病院・臨床研修指定病院・開放型病院・
日本医療機能評価機構認定病院・外国人患者受入れ医療機関認証制度（JMIP）認証病院

武田病院
〒600-8558　京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町841-5（JR京都駅前）
TEL.075-361-1351　FAX.075-361-7602

北山武田病院
〒603-8053　京都市北区上賀茂岩ヶ垣内町99番地（地下鉄北山駅）
TEL.075-721-1612　FAX.075-701-7399

武田病院画像診断センター（PET センター）
〒600-8558　京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町841-5(JR京都駅前)
TEL.075-361-1680　FAX.075-361-1682　フリーコール 007-77-5588

梶井町放射線診断科クリニック
〒602-0841　京都市上京区河原町通今出川下る東入る梶井町457番地
TEL.075-950-5751　FAX.075-950-5753

柳馬場武田クリニック
〒604-8113　京都市中京区柳馬場通六角下る井筒屋町407番地 シティーハウス407 1F
TEL.075-213-2216　FAX.075-213-2217

京都壬生苑診療所
〒604-8821　京都市中京区壬生梛ノ宮町31番地
TEL.075-823-3371　FAX.075-822-6550

☆柳馬場訪問看護ステーション
〒604-8113　京都市中京区柳馬場通六角下る井筒屋町407番地 シティーハウス407 1F
TEL.075-212-7266　FAX.075-212-7321

（高齢サポート・下京中部）
☆京都市 下京・中部 地域包括支援センター

〒600-8233　京都市下京区西洞院塩小路上る北不動堂町573
TEL.075-361-2141　FAX.075-361-2145

山科武田ラクトクリニック
山科武田ラクト健診センター
〒607-8080　京都市山科区竹鼻竹ノ街道町92番地 山科駅前ラクト山科C棟3階
TEL.075-581-0910(山科武田ラクトクリニック) TEL.075-746-5100（山科武田ラクト健診センター）
FAX.075-581-0991

武田病院健診センター
〒600-8216　京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町608 日本生命京都三哲ビル3F
TEL.075-746-5100　FAX.075-361-3829

人間ドック健診施設機能評価認定

人間ドック健診施設機能評価認定

たけだ診療所（免疫・遺伝子クリニック）
〒600-8216　京都市下京区木津屋橋通新町西入東塩小路町606-3-2 三　京都駅前ビル1階
TEL.075-351-8282　FAX.075-351-8448

医療法人 財団 宮津康生会
日本医療機能評価機構認定病院

宮津武田病院
〒626-0041　京都府宮津市鶴賀2059番地の1（京都丹後鉄道宮津駅）
TEL.0772-22-2157　FAX.0772-22-1125

救急告示病院・臨床研修指定病院・歯科医師臨床研修指定病院・開放型病院・
日本医療機能評価機構認定病院・人間ドック健診施設機能評価認定

医療機関併設型

宇治武田病院
〒611-0021　京都府宇治市宇治里尻36-26（JR宇治駅前）
TEL.0774-25-2500　FAX.0774-25-2353

木津屋橋武田病院 介護医療院
木津屋橋武田クリニック
〒600-8231　京都市下京区油小路通下魚棚下ル油小路町293番地
TEL.075-343-1766　FAX.075-343-5739

医療法人 悠仁会
百万遍クリニック
〒606-8225　京都市左京区田中門前町103-5　京都パストゥール研究所ビル1F
TEL.075-791-8202　FAX.075-705-0025

宮津武田病院訪問看護ステーション
〒626-0041　京都府宮津市字鶴賀2058 番地の7
TEL.0772-22-2525　FAX.0772-22-2526

社会福祉法人 青谷福祉会

☆京都市 醍醐・南部 地域包括支援センター
（高齢サポート・醍醐南部）
〒601-1434　京都市伏見区石田森南町9番地
TEL.075-572-6572　FAX.075-575-4738

※☆特別養護老人ホーム ヴィラ稲荷山
※☆ヴィラ稲荷山デイサービスセンター

〒612-0801　京都市伏見区深草正覚町23番
TEL.075-561-6550　FAX.075-561-6552

※☆

※☆
軽費老人ホーム ヴィラ城陽
訪問介護ステーション ヴィラ城陽
〒610-0114　京都府城陽市市辺笹原1番地
TEL.0774-55-1875　FAX.0774-54-3321

※☆
※☆

※☆

※☆

☆

特別養護老人ホーム ヴィラ山科
ヴィラ山科デイサービスセンター
ヴィラ山科オレンジデイサービスセンター

京都市 大宅 地域包括支援センター
（高齢サポート・大宅）
〒607-8179　京都市山科区大宅御所田町115-1
TEL.075-572-6660　FAX.075-575-5055

訪問介護ステーション ヴィラ山科

※☆特別養護老人ホーム 加茂の里
※☆ケアハウス あじさい

※☆デイサービスセンター 加茂の里

〒607-8179　京都市山科区大宅御所田町115-1
TEL.075-575-5252　FAX.075-575-5055

〒619-1154　京都府木津川市加茂町駅東四丁目1番地3（JR加茂駅前）
TEL.0774-76-7607　FAX.0774-76-7802

※☆訪問介護ステーション 加茂の里
〒619-1154　京都府木津川市加茂町駅東二丁目2番地1 ユニ加茂壱番館（JR加茂駅前）
TEL.0774-76-0233　FAX.0774-76-8461

※☆訪問看護ステーション あじさい
〒619-1154　京都府木津川市加茂町駅東四丁目1番地3（JR加茂駅前）
TEL.0774-76-0234　FAX.0774-76-7802

〒607-8179　京都市山科区大宅御所田町115-1
TEL.075-572-6677　FAX.075-572-6866

※☆城陽市立東部デイサービスセンター
〒610-0102　京都府城陽市久世芝ヶ原6番地の2
TEL.0774-56-2530　FAX.0774-56-2531

※☆三条小川デイサービスセンター
〒604-8246　 京都市中京区小川通三条下ル猩々町124
TEL.075-254-1106　FAX.075-254-1107

社会福祉法人悠仁福祉会

〒604-8246　京都市中京区小川通三条下ル猩々町124
TEL：075-211-5999　FAX：075-254-1107

※☆たけだホームヘルプサービス三条小川

京都認知症総合センター
〒611-0021　京都府宇治市宇治里尻36-35

特別養護老人ホームヴィラ鳳凰 ※☆
ケアハウスやまぶき ※☆
デイサービスセンターヴィラ鳳凰 ※☆
TEL．0774-25-2577　　FAX．0774-25-2788

京都認知症総合センタークリニック
TEL．0774-25-1110　　FAX．0774-25-1108

グループホームヴィラ鳳凰 ☆
TEL．0774-25-1130　FAX．0774-25-2788

オレンジデイサービスセンターヴィラ鳳凰 ☆
TEL．0774-25-1120　FAX．0774-25-1121

訪問看護ステーションふくろう ※☆
TEL．0774-25-1150　FAX．0774-25-1161

訪問介護ステーションふくろう ※☆
TEL．0774-25-1160　FAX．0774-25-1161

カフェほうおう
TEL．0774-25-1125　FAX．0774-25-2788

グループホーム鳳凰槇島 ※☆
複合型施設鳳凰槇島 ※☆
〒611-0041　京都府宇治市槇島大河原町35-5
TEL．0774-25-2050　FAX．0774-25-2160
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武
田
　
隆
久

武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
　理
事
長

し
た
。
こ
れ
は
定
め
ら
れ
た
手
順
書
に
乗
っ

取
り
看
護
師
が
タ
イ
ム
リ
ー
な
患
者
対
応

を
行
え
る
新
た
な
仕
組
み
で
す
。
具
体
的

に
は
、
人
工
呼
吸
器
の
設
定
変
更
や
動
脈

血
採
血
な
ど
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
あ

く
ま
で
医
師
の
診
療
と
指
示
が
ベ
ー
ス
に

あ
り
、
そ
の
後
の
対
応
を
研
修
を
受
け
た

看
護
師
が
行
う
も
の
で
、
医
療
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
に
対
応
で
き
る
も
の
と
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
百
万
遍
ク
リ
ニッ
ク
（
京
都
市
左
京
区
）

を
当
グ
ル
ー
プ
の
医
療
法
人
悠
仁
会
が
継

承
し
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

８
月
１
日
か
ら
は
児
玉
記
念
乳
腺
ク
リ
ニッ

ク
も
移
転
し
百
万
遍
ク
リ
ニッ
ク
乳
腺
セ
ン

タ
ー
と
し
て
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内

科
・
整
形
外
科
・
乳
腺
外
科
・
放
射
線

科
を
標
榜
し
て
い
る
ほ
か
、
専
門
外
来
と

し
て
整
形
外
科
外
来
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
外
来

を
行
っ
て
い
ま
す
。
病
診
連
携
の
も
と
Ｍ

Ｒ
Ｉ・Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
た
画
像
診
断
に
対

応
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
当
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
第
一
と
し
、
ソ
フ
ト
面
・

ハ
ー
ド
面
を
問
わ
ず
可
能
な
努
力
を
も
っ

て
医
療
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

障
り
の
良
い
言
葉
で
の
説
明
は
あ
り
ま
し

た
が
、
実
際
は
医
療
費
を
抑
制
す
る
政

策
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
医
療
の
現
場
で
は
、
そ
う
し
た
な
か
で

も
な
ん
と
か
体
制
を
維
持
し
よ
う
と
懸

命
な
努
力
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
余
裕
の
な
い
体
制
と
い
う
の
は
、

少
し
の
負
荷
で
崩
れ
て
し
ま
う
も
の
で

す
。
危
う
い
状
況
の
な
か
、
皆
が
未
知
の

ウ
イ
ル
ス
に
立
ち
向
か
い
、
必
死
に
な
って

医
療
の
最
前
線
を
守
り
続
け
た
の
で
す
。

し
か
し
、
い
か
に
崇
高
な
理
想
を
持
っ
て

い
て
も
、
医
療
者
の一人
ひ
と
り
も
ま
た
、

守
ら
れ
る
べ
き
人
間
で
あ
り
、
彼
ら
・
彼

女
ら
に
も
守
る
べ
き
家
族
が
い
る
の
で
す
。

色
々
な
思
い
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で

も
現
場
に
立
っ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
初
に
戻
り
ま
す
が
、
医
療
は
危
機

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
で

は
、
本
当
に
多
く
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
国
民
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と

行
動
が
問
わ
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

「
医
療
の
在
り
方
」
に
つい
て
国
を
あ
げ
て

の
議
論
が
な
さ
れ
た
の
が
非
常
に
印
象
的

で
す
。
こ
れ
は
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
を
誤
る
と
国
家
が
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
最

前
線
に
立
つ
日
本
の
医
療
体
制
は
「
あ
ま

り
に
も
脆
弱
」
で
あ
る
こ
と
に
政
府
も
国

民
の
皆
さ
ん
も
気
付
い
た
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
小
欄
で
何
度
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
よ

う
に
、
そ
の
大
き
な
原
因
は
医
療
分
野
へ

の
予
算
配
分
で
す
。
過
去
か
ら
色
々
と
耳

い
ま
す
。

　
康
生
会
武
田
病
院
や
医
仁
会
武
田
総

合
病
院
で
も
一
部
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を

導
入
す
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

等
の
感
染
予
防
に
さ
ら
に
力
を
注
い
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
病
院
・
施
設
で
の
面
会
も
オ
ン
ラ

イ
ン
対
応
を
順
次
進
め
て
お
り
、
ご
家
族

と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
安
心
し
て
継
続

で
き
る
よ
う
工
夫
を
続
け
て
い
ま
す
。

　　
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た
取
り
組
み
で
は
こ
の

ほ
か
、
１
月
か
ら
Ａ
Ｉ
問
診
（
Ｕ
ｂ
ｉｅ
）

を
康
生
会
武
田
病
院
、
医
仁
会
武
田
総

合
病
院
、
宇
治
武
田
病
院
で
導
入
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
来
院
す
る
前
に
患
者
さ

ん
が
Ａ
Ｉ
問
診
を
行
う
こ
と
で
、
院
内
で

要
す
る
お
時
間
を
大
幅
に
削
減
す
る
も

の
で
す
。
多
く
の
患
者
さ
ん
か
ら
待
ち
時

間
が
減
っ
た
と
好
評
で
し
た
。
副
次
的
な

効
果
で
す
が
、
滞
在
時
間
が
減
少
す
る

こ
と
で
三
密
防
止
の
効
果
も
期
待
で
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
医
療
の
質
向
上
への
取
り
組
み

と
し
て
、医
仁
会
武
田
総
合
病
院
で
「
特

定
行
為
に
係
る
看
護
師
の
研
修
制
度
」

を
４
月
か
ら
受
講
生
５
名
で
開
始
し
ま

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
す
の
で
、当
グ
ル
ー

プ
も
感
染
予
防
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

　
従
前
か
ら
の
院
内
感
染
管
理
対
策
に

加
え
、
４
月
か
ら
は
電
話
で
の
診
療
、
投

薬
（
処
方
箋
発
行
）
の
取
り
扱
い
を
開

始
し
ま
し
た
（
厚
労
省
の
時
限
的
・
特

例
的
取
り
扱
い
）。

　
さ
ら
に
武
田
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
で
は

オ
ン
ラ
イ
ン
問
診
を
導
入
し
ま
し
た
。
最

初
の
問
診
時
に
保
健
師
が
リ
モ
ー
ト
対

応
す
る
こ
と
で
直
接
の
接
触
を
避
け
、
安

心
し
て
受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て

的
な
状
態
に
あ
り
、
そ
れ
は
国
の
危
機

な
の
だ
と
政
府
・
国
民
が
気
付
き
、「
日

本
の
医
療
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
の
意
識
を
持
って
い
た
だ
い
た
事

に
つい
て
は
何
よ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
第
二
次
補
正
予
算
で

は
、
医
療
従
事
者
、
医
療
機
関
に
対
す

る
支
援
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
受
け
入
れ
医

療
機
関
に
は
既
に
診
療
報
酬
の
引
き
上

げ
対
応
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
は

評
価
す
べ
き
で
す
が
、
や
は
り
経
営
的
に

追
い
込
ま
れ
る
医
療
機
関
は
多
く
、
も
っ

と
思
い
切
っ
た
持
続
的
な
支
援
が
必
要
な

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

点
は
重
々
に
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の一方
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
方
か
ら
は

本
当
に
多
く
の
温
か
い
ご
支
援
を
頂
き
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
何
よ
り
の
励
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
京
都
光
華

女
子
大
学
さ
ん
か
ら
は
、
手
作
り
の
簡

易
防
具
服
（
上
半
身
部
分
）
を
５
０
０

着
も
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
簡
易
防

護
服
の
作
り
方
を
動
画
で
公
開
さ
れ
、

在
学
生
や
卒
業
生
、
地
域
の
方
々
、
学

園
在
籍
者
の
方
々
に
ご
制
作
・
ご
提
供
を

広
く
呼
び
か
け
て
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
気
持
ち
に
感
謝
さ
せ
て
た
い

だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

多
く
の
ご
支
援･

ご
期
待
に
お
応
え
し

温
も
り
あ
る
質
の
高
い
医
療
の
ご
提
供
を
め
ざ
す

武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
が
再
び
増
加
し
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
グ
ル
ー
プ
は
じ
め
医
療
機
関
は
ど
こ
も
、

日
々
、
多
様
な
疾
患
の
治
療
に
対
応
し
て
お
り
、
そ
の
疲
弊
に
つ
い
て
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を

ご
覧
に
な
ら
れ
た
の
か
、
地
域
か
ら
大
変
多
く
の
ご
支
援
・
ご
声
援
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
お
応
え
し
、

よ
り
質
が
高
く
温
も
り
あ
る
医
療
の
ご
提
供
を
め
ざ
す
当
グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
け
だ
ト
ピ
ッ
ク
ス

※Ｐ28に関連記事を掲載

500 着もの簡易防護服を京都
光華女子大学さんからご寄贈
頂きました。
光華幼稚園の園児さんからは
「おいしゃさん かんごしさん 
ありがとう」との心温まる絵
手紙も頂きました。医療法人悠仁会　百万遍クリニック

（京都市左京区田中門前町103-5 京都パストゥール研究所ビル1F）

保健師がオンライン問診を実施（武田病院健診センター）

ぜ
い
じ
ゃ
く

看護師特定行為研修を開始（医仁会武田総合病院）

医
療
の
危
機
は
国
の
危
機

気
付
き
で
社
会
が
変
わ
る

武
田
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
で

オ
ン
ラ
イ
ン
問
診
を
開
始

医
仁
会
武
田
総
合
病
院
で

看
護
師
特
定
行
為
研
修
を
開
始

Ａ
Ｉ
問
診
を
導
入

待
ち
時
間
の
大
幅
短
縮
へ

百
万
遍
ク
リ
ニッ
ク
が
新
ス
タ
ー
ト

乳
腺
セ
ン
タ
ー
も
移
転
併
設

02117TAKEDA03 117 TAKEDA



武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
　
副
理
事
長

康
生
会
武
田
病
院
　
名
誉
院
長

社
会
福
祉
法
人
　
青
谷
福
祉
会
　
理
事
長

武
田
　
道
子

さ
て
、
元
気
を
保
つ
に
は
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
考
え
る
時
期
で
御
座
居
ま
す
。〝
健

康
寿
命
の
延
ば
し
方
〟
で
す
ね
。

貯
金
よ
り
も
貯
筋
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
は
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
す
る
こ
と
で
す
。
例
え

ば
歩
け
な
く
な
る
の
は
、
太
も
も
の
筋
肉
が

落
ち
る
為
な
の
で
す
。
高
齢
者
の
方
々
が
排

便
を
し
づ
ら
く
な
る
の
は
腹
筋
が
弱
く
な
り

肛
門
括
約
筋
の
機
能
が
落
ち
る
か
ら
な
の
で

す
。
１
日
10
回
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
す
れ
ば
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

運
動
不
足
は
、
思
い
も
よ
ら
な
い
と
こ
ろ

に
影
響
が
出
て
来
る
と
云
う
話
も
御
座
居
ま

す
。
乳
癌
の
手
術
後
の
再
発
率
は
運
動
不
足

か
ら
と
云
う
こ
と
も
云
わ
れ
て
居
り
ま
す
。

１
日
30
分
の
有
酸
素
運
動
を
す
れ
ば
よ
い
と

云
わ
れ
て
居
り
ま
す
が
、
出
来
そ
う
で
な
か

な
か
出
来
ま
せ
ん
ネ
。

以
前
、
日
野
原
重
明
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ

て
居
ら
れ
た
こ
と
は
、〝
無
理
を
せ
ず
に
自

分
に
合
っ
た
方
法
で
笑
顔
と
感
謝
を
忘
れ
ず

に
歩
こ
う
〟
と
云
わ
れ
ま
し
た
の
を
思
い
出

し
ま
す
。
京
都
に
も
日
野
原
先
生
の
会
が
あ

り
、
１
年
に
１
回
御
講
演
に
来
て
居
ら
れ
ま

し
た
。
笑
顔
は
免
疫
を
高
め
る
と
云
わ
れ
て

居
り
ま
す
。
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
対

し
て
は
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
で
勝
た
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
つ
く
り
笑
い
で
も
よ
ろ
し
い

か
ら
、
鏡
の
前
で
笑
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
変

な
顔
を
し
て
み
た
ら
自
然
に
笑
え
て
来
ま
す
。

さ
て
１
０
０
才
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
や
は
り
引
き
こ
も
ら
な
い
で
ど
ん
ど
ん
外

へ
出
て
行
く
こ
と
で
す
。
太
陽
に
あ
た
り
、

外
を
歩
け
ば
少
し
汗
ば
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
無
理
の
な
い
運
動
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
お
出
会
い
す
る
人
と
の
間
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。
森
林
を
歩

け
ば
樹
木
か
ら
出
る
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
で
、

食
欲
も
出
ま
す
し
、気
分
爽
快
に
な
り
ま
す
。

外
で
食
べ
る
〝
お
に
ぎ
り
〟
が
と
て
も
お
い

し
い
の
は
、
こ
の
せ
い
な
の
で
す
。

私
が
よ
く
申
し
て
居
り
ま
す
長
生
き
の
秘

訣
①
汗
を
か
く
②
も
の
を
か
く
③
恥
を
か
く

こ
と
を
満
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
あ
、

皆
さ
ん
ス
ト
レ
ッ
チ
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
３

つ
の
〝
カ
ク
〟
を
頭
の
隅
に
覚
え
て
お
い
て

下
さ
い
ネ
。

さ
て
、
令
和
は
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
の
出
現

で
世
界
中
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま

す
。
眼
に
見
え
な
い
敵
を
相
手
に
戦
わ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ウ
イ
ル
ス
に
勝
つ
に
は
先
ず
は
免
疫
を
高

め
る
こ
と
で
す
。〝
お
家
の
中
に
居
ま
し
ょ

う
〟
と
云
う
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
が
、
家
の

中
に
居
て
は
免
疫
が
さ
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
引
き
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
、
や
は
り
毎

日
太
陽
の
光
に
触
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
常
に
手
洗
い
消
毒
を
心
が
け
て
行
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
日
も
は
や
く
こ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
が
終
息
す
る
こ
と
を
念
じ
た
い
と
思
い

ま
す
。

つ
い
こ
の
間
迄
、
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
で
来

な
い
か
と
心
配
し
て
居
り
ま
し
た
の
が
、
急

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
で
話
題
は

一
変
し
世
界
中
が
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
で
す
。

世
間
の
恐
怖
の
対
象
は
〝
が
ら
り
〟
と
変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
べ
て
の
も
の
が
、弾
け
飛
び
は
ね
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
季
節
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。し
か
し
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
世

界
中
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
よ
う
に
心
を
引
き
締

め
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
人
の
心
の
若
さ
は

気
の
持
ち
よ
う
で
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

現
代
は
右
脳
の
時
代
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

右
脳
の
働
き
は
音
楽
や
文
芸
な
ど
芸
術
的
分

野
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
大
き
く
関
わ

り
ま
す
。
左
脳
の
働
き
は
言
語
や
計
算
、
論

理
的
思
考
で
、
事
務
仕
事
や
勉
強
に
関
係
し

ま
す
。
左
脳
ば
か
り
を
使
っ
て
来
た
仕
事
人

間
は
、
定
年
と
共
に
認
知
症
が
始
ま
る
と
も

云
わ
れ
て
居
り
ま
す
。
子
供
の
時
か
ら
右
脳

を
使
う
よ
う
に
教
育
す
べ
き
で
、
こ
の
た
め

現
代
は
右
脳
時
代
と
云
わ
れ
て
居
り
ま
す
。

右
脳
を
刺
激
す
れ
ば
気
分
爽
快
頭
が
冴
え

て
ま
い
り
ま
す
。
今
か
ら
出
来
る
こ
と
は
人

と
つ
き
合
い
60
の
手
習
い
趣
味
を
持
つ
こ
と

で
し
ょ
う
。

と
に
か
く
外
出
す
る
こ
と
、
引
き
こ
も
り

は
絶
対
駄
目
で
す
。
外
へ
出
れ
ば
歩
き
ま
す

し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
お
会
い
出
来
ま
す
。

お
元
気
な
方
は
今
迄
き
た
え
て
来
た
巧
み
の

技
を
活
か
し
て
生
産
者
の
側
に
廻
っ
て
い
た

だ
け
ま
す
。
お
仕
事
を
す
る
の
で
お
小
遣
い

も
入
っ
て
来
ま
す
。
世
の
中
の
景
気
が
よ
く

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
若
い
人
々
に
指
導

を
し
て
下
さ
れ
ば
ま
す
ま
す
お
元
気
に
な
ら

れ
ま
す
。
ま
さ
に
人
生
は
バ
ラ
色
と
な
り
ま

す
。
長
生
き
を
し
て
も
寝
た
き
り
や
認
知
症

は
避
け
た
い
も
の
で
御
座
居
ま
す
。

「
貯
金
よ
り
も
貯
筋
を
」
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武田病院グループ　専務理事

医療法人財団　康生会　理事長

武田　隆司

徒然備忘録
起承転結

「うちで踊ろう」は星野源が、「誰でもコラボを
して、外出禁止を余儀なくされている皆さんを
楽しませてあげて」という想いで提供した楽曲
だ。（起）
これに呼応して多くのミュージシャンやパフォー
マーが個性的なエンターテーメントでコラボして
我 を々楽しませてくれた。（承）
ところが異色のセンスを有する官邸周辺は総理
主演で「貴族の休日」動画を流してしまった。
当然、仕事も出来ずひたすら自宅で過ごさざる
を得ない多くの国民は思ったはずだ。
「いや、あなたは働いてよ！」と。
かくして多くの人々の怒りのボルテージが急上昇
する羽目になった。（転）
これで終わりと思いきや、お笑い芸人は「貴族
の休日」自体のコント動画を流し始めた。これ
がチョイ受けした頃には皆も興味を失ってしま
った。（結）

アベノマスク、貴族の休日、給付金、検察庁法
改正案、謎の会社及び委託先への巨額支出、
その他もろもろ。
思うに総理周囲の人々は一般人と感覚が大きく
乖
かい

離
り

しており、彼らが崇め奉ってきたことの積
み重ねが裸の王様を生みだしたのだろう。

寝ろ

「ちゃんと働いて」と思われた政治家が殆
ほとん

どの
コロナ禍の中で、「吉村、寝ろ」というワードが
ネットで急上昇した。
特に関西で暮らしていると、吉村大阪府知事を
TVで見かけない日は無く、心なしか顔がやつ
れていくのを見ていると面識は無いが少し心配
なほどだった。

それにしても、この非常事態に皆から「もう分
かったから休んで」と言われた彼にはいろいろ
な評価もあるだろうが、今回の活躍は知事とし
て素晴らしいものだったと思う。
吉村知事が「コロナと共生する第２ステージ」
と宣言した後に東京都は「ウィズコロナ宣言」
を出した。
東京アラートももちろん大阪モデルの後追いで
あり、師匠から引き継いだワンフレーズポリティ
ックスを自慢げに唱えるだけのこちらの方には
「何だかなぁ…」という印象が拭えない。

China Risk

・感染拡大初期の情報隠ぺい
・WHO事務長の忖度
・COVIDに託

かこ

つけた香港・台湾への弾圧
・露骨で無根拠な感恩外交
・�世界中が武漢発祥の疫病で苦しんでいる中、
執
しつ

拗
よう

に他国侵略を進める姿勢

フレーズでは書けるが闇が深過ぎて、詳しく書く
のは怖いので止めておこう。

もちろんこのような状況下で習近平の国賓訪日
など断じて受け入れてはならないし、もしも強
行すれば日本自体が世界から孤立する危険をは
らんでいることを官邸周辺が理解していること
を願う。

毒を以て毒を制す

自国民に世界最強の軍隊をぶつけようとしたトラ
ンプ大統領はとんでもない蛮人だが、中国に対
してはっきりNOを叩きつけることが出来るとい
う一点に於

お

いて、この混沌とした時代にとって
の必要悪なのかもしれない。（超猛毒ですが）

新型コロナで世界中が不安に駆られている時
節、最前線で患者さんの受け入れに対応いただ
いた全ての職員に感謝を申し上げます。

緊急事態宣言から今に至るまで書きたい話には
事欠かないが、こうした時期にあまり掘り下げ
た意見を出すと正義の断罪者に叩かれやすい。

日頃は SNSにさえ関わらなければさほどイヤな
思いはしなくても良い世の中だと思うのだが、
ことCOVID関連では車や店に落書きされたり、
電車やレジでいきなり怒鳴られたりなど尋常な
らざる出来事が相次いで報道された。
マスコミは面白がって「自粛警察」などと名付
けてこうした行為を面白おかしく報じたが、こ
れは真面目に働いている多くの警察の皆さんに
対してとても失礼なことだ。
こうした行為は自分の価値観を他人に強要す
る、紛れもない暴力である。
法治国家である日本においては、どこかの国の
ように「愛国無罪」的な屁理屈は通らないのだ。

とは言え、いつ何時自分もこのような人物から
標的としてロックオンされるかは分からないの
で、今回はどうしても突っ込んでおきたいワード
をオブラートに包むようにオムニバス調に纏

まと

める
に留めておこうと思う。

（日々ツッコミ対象が増え続けるので、6月初旬
現在までで対象の打切り決定）

マスク

医療機関ではマスクを始めとして感染防止対
策に使用する物品が圧倒的に不足する事態と
なった。
一時期、価格が異常に高騰したことを思えば現
在は比較的落ち着いてきたと言えるが、騒動以
前に医療機関で使用してきた頻度に戻そうとす
るにはまだまだ不足状態が続いていると言わざ
るを得ない。
従ってスタッフの皆さんには苦労をかける日々が
現在でも続いている。
しかし一方で、多くの企業や個人の皆さまから
様々な物品を善意で寄贈して頂いたことに対し
てこの場を借りて心より感謝申し上げます。

ところでアベノマスクは発表された時期もあっ
て、世界中でエイプリルフールのネタと信じられ
ていた感がある。
実際には 6月になっても届いていない地域があ
ることを知ったら世界は更なる驚愕に見舞われ
るだろう。
事実は小説よりも奇なりなのだ！

アメリカ疾病予防管
理センター（CDC）

提供
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の
健
康
状
態
を
維
持
し
て
い
く
日
常
に
戻
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
医
療
者
た
る

も
の
、そ
の
場
で
治
療
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

「
い
か
に
日
常
の
生
活
に
戻
っ
て
い
た
だ
く
か
」

を
中
心
に
置
く
の
が
最
善
だ
と
感
じ
ま
す
。

我
々
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
も
こ
う
し
た
考
え

方
を
基
本
と
し
、
救
急
医
療
・
災
害
医
療
か
ら

慢
性
疾
患
・
在
宅
で
の
療
養
を
支
え
る
な
ど
、

継
ぎ
目
の
な
い
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
ご
提
供

を
め
ざ
し
ま
す
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
に
加
え
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
防
止
の
た
め
、
現

場
で
の
感
染
管
理
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か

が
非
常
に
大
き
な
課
題
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

先
般
、
目
に
し
た
調
査（
産
経
新
聞
）で
は
、

全
国
74
市
区
（
県
庁
所
在
地
・
政
令
指
定
都
市
・

東
京
23
区
）の
１
／
３
以
上
が
感
染
症
流
行
に
対

す
る
防
災
計
画
を
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
避
難
所
の
過
密
を
危
惧
す
る
指
摘
を
国

が
既
に
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
の
で
、
こ
れ
は

早
く
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
避
難
さ
れ
る
方
同
様
に
、
対
応
す
る

ス
タ
ッ
フ
を
守
る
た
め
の
感
染
対
策
も
お
願
い

し
た
い
で
す
。
多
く
の
専
門
職
が
現
場
で
懸
命

な
救
護
・
復
旧
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
彼
ら
彼

女
ら
を
守
る
と
い
う
視
点
を
大
事
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
度
に
全
て
を
達
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
一
つ
ひ
と
つ
課
題
を
解
決

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
災
害
に
強
い
地
域
、
災
害
に

対
応
で
き
る
医
療
機
関
と
な
っ
て
い
く
の
が
理

想
で
す
。
特
段
、難
し
い
こ
と
を
申
し
上
げ
て
い

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
地
域
の
医

療
機
関
・
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
と
の
お
付
き
合

い
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に

き
っ
と
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

７
月
17
日
、
３
つ
の
榊
を
背
に
立
て
た
白
馬

が
、
四
条
通
り
を
ゆ
っ
く
り
と
進
む
「
御
神
霊

渡
御
祭
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
八

坂
神
社
か
ら
四
条
寺
町
の
御
旅
所
へ
と
ご
心
霊

を
遷う

つ

す
神
事
で
、祇
園
祭
の
重
要
な
儀
式
で
す
。

本
来
、
そ
の
名
の
通
り
「
神
輿
」
で
行
う
も
の

な
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、
今
年
は
多
く
の
行
事
が
中
止
、
変

更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
神
輿
の
変
わ

り
に
榊
を
使
う
の
は
、
室
町
幕
府
が
命
じ
た
こ

と
が
そ
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

祇
園
祭
、と
く
に
山
鉾
巡
行
は
、応
仁
の
乱

や
江
戸
時
代
の
大
火
な
ど
、
幾
度
も
中
止
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
は
コ
レ

ラ
の
流
行
で
延
期
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
危
機
に
お
い
て
も
、
人
々
の
強
い
意

志
を
持
っ
て
復
活
を
遂
げ
て
き
た
の
で
す
。
今

年
も
八
坂
神
社
・
祇
園
祭
の
起
こ
り
で
あ
る「
疫

病
退
散
」の
儀
式
を
見
守
り
、
無
病
息
災
を
祈

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
般
、
発
生
し
た
記
録
的
か
つ
長
期
に
わ
た

る
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
で
は
、
九
州
・
中

部
地
域
を
は
じ
め
15
県
に
及
ぶ
大
き
な
被
害
が

発
生
し
、
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
イ

ン
フ
ラ
の
途
絶
で
孤
立
す
る
地
域
、
そ
し
て
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
方
も
数
多
く
お
ら

れ
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
対
し
、
謹
ん
で

お
悔
や
み
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
被
災

さ
れ
た
方
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
一
日
も
早
く
復
興
し
元
の
生
活
に
戻
れ
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

今
般
も
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
厚
生
労
働
省
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
）や
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
日
本
医
師
会
災
害

医
療
チ
ー
ム
）を
は
じ
め
と
す
る
、様
々
な
団
体

か
ら
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６

年
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
の
救
援
に
は
、

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
４
６
６
チ
ー
ム
・
２
０
７
１
名
、

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
５
６
８
チ
ー
ム
・
２
５
６
６
名
を

は
じ
め
、
多
く
の
団
体
か
ら
支
援
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
時
、
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
活
躍
で

す
。
よ
く
物
流
に
対
し
て
使
わ
れ
る
「
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
」
で
す
が
、
元
々
軍
隊
の
兵へ

い

站た
ん

を
さ

す
用
語
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
作
戦
展
開
を
行
う
た

め
の
活
動
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
は
、
日
本
大
震
災

の
救
援
時
に
課
題
と
な
っ
た
、
医
薬
品
な
ど
の

物
流
、
ス
タ
ッ
フ
の
移
動
、
情
報
の
受
け
渡
し

を
一
元
化
し
、
そ
し
て
全
体
の
調
整
を
行
う
こ

と
で
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
医
療
支
援
に
集
中
で
き
る

よ
う
な
体
制
を
組
ま
れ
ま
し
た
。
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
チ
ー
ム
は
19
チ
ー
ム
・
84
名
が
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
災
害
医
療
体
制
は
阪
神
淡
路
大
震

災
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
大
き
な
被
災
経
験
を

踏
ま
え
て
発
展
し
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
地
震
・
津
波
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

今
般
の
よ
う
な
大
き
な
水
害
、
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線

の
脱
線
事
故
な
ど
、
様
々
な
ケ
ー
ス
に
対
応
し

て
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
か
ら
で
す
。

私
が
と
く
に
注
目
し
て
い
る
の
は
、
救
急
・

急
性
期
と
い
う
非
常
に
緊
急
性
の
高
い
状
況
だ

け
で
な
く
、
事
態
が
長
期
に
わ
た
る
際
は
急
性

期
も
維
持
し
つ
つ
、
亜
急
性
期
・
慢
性
期
の
対

応
を
長
期
間
展
開
し
て
い
く
と
い
う
「
ス
テ
ー

ジ
別
の
考
え
方
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。

事
態
の
発
生
当
初
は
特
別
編
成
さ
れ
た
チ
ー

ム
が
救
援
の
中
心
で
あ
っ
て
も
、
状
況
の
変
化

に
応
じ
て
地
域
の
医
療
機
関
、
か
か
り
つ
け
医

へ
と
患
者
さ
ん
を
ス
ム
ー
ズ
に
引
き
継
ぎ
、
そ

疫
病
退
散
・
無
病
息
災
を
祈
る

武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
　
会
長

 

武
田
　
隆
男
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改正　純一
Junichi 
Kaishou

❶皮膚科／専攻医
❷ 2020.4.1
❸皮膚科一般

應儀　達徳
Tatsunori 
Ougi

❶脳神経内科／専攻医
❷ 2020.4.1
❸脳神経内科

北村　亮治
Ryoji 
Kitamura

❶循環器内科／主任部長
❷ 2020.5.1
❸循環器内科
❹日本内科学会・日本循環
器学会専門医、日本心血
管インターベンション学
会認定医

種村　雅人
Masato 
Tanemura

❶整形外科／副部長
❷ 2020.6.1
❸下肢人工関節・膝関節外
科
❹日本整形外科専門医・認
定運動器リハビリテーシ
ョン医・認定リウマチ医

西野　智至
Satoshi 
Nishino

❶整形外科／専攻医
❷ 2020.6.1
❸整形外科一般

北山武田病院

入江　ひかり
Hikari
Irie

❶皮膚科
❷ 2020.4.6
❸皮膚科

山科武田ラクトクリニック
山科武田ラクト健診センター

中村　保幸
Yasuyuki
Nakamura

❶医局／健診センター長
❷ 2020.4.1
❸循環器内科
❹日本循環器学会専門医、
日本内科学会認定医

新藏　信彦
Nobuhiko
Shinkura

❶乳腺外科／部長
❷ 2020.8.1
❸乳腺外科
❹日本外科学会専門医

宇治武田病院

金　修一 
Shuichi 
Kin

❶外科／主任部長
❷ 2020.4.1
❸消化器外科
❹日本外科学会専門医、日
本消化器外科学会専門医、
日本消化器病学会専門医、
日本がん治療認定医機構
がん治療認定医

荒木　康伸 
Yasunobu
Araki

❶外科／部長
❷ 2020.4.1
❸消化器外科・内視鏡外科
❹日本外科学会専門医、日
本がん治療認定医機構が
ん治療認定医、ＩＣＤ制
度協議会インフェクショ
ンコントロールドクター

角谷　聡
Satoshi 
Kakutani

❶形成外科／医長
❷ 2020.4.1
❸形成外科一般・眼形成外
科
❹日本形成外科学会専門医、
日本医師会認定産業医

新任医師一覧　（2020年8月）武田病院グループ

❶ 診療科 /役職
❷ 着任日
❸ 専門分野
❹ 専門認定・資格

地域社会との信頼を大切に

心と心をつなぐ
医療のご提供をめざします

康生会武田病院

今井　俊介
Shunsuke 
Imai

❶臨床検査科・病理診断科
／部長
❷ 2020.4.1
❸乳腺病理
❹日本病理学会認定病理医、
日本臨床細胞学会細胞診
指導医、日本医師会認定
産業医、厚生労働省死体
解剖の適格者

谷川　隆久
Takahisa 
Tanikawa

❶内分泌・糖尿病内科／
　特任部長
❷ 2020.4.1
❸糖尿病・
　内分泌内科及び一般内科
❹日本内科学会認定内科医、
日本内科学会総合内科専
門医、日本糖尿病学会糖
尿病専門医・研修指導医

永井　靖識
Yasunori 
Nagai

❶脳卒中センター
❷ 2020.4.1
❸脳神経外科一般
❹日本脳神経外科学会脳神
経外科専門医

眞野　翔
Sho 
Mano

❶心臓血管外科／専攻医
❷ 2020.4.1
❸心臓血管外科
❹下肢静脈瘤血管内焼灼術
実施・管理委員会下肢静
脈瘤に対する血管内焼灼
術の実施基準による実施
医

宮内　智之
Tomoyuki
Miyauchi

❶外科／医長
❷ 2020.7.1
❸消化器外科
❹日本外科学会外科専門医

邉見　名見子
Namiko 
Henmi

❶リハビリセンター／医長
❷ 2020.4.1
❸脳神経内科、リハビリテ
ーション
❹日本内科学会認定医・総
合内科専門医、日本神経
学会専門医、日本脳卒中
学会専門医

松本　奈央
Nao 
Matsumoto

❶皮膚科／医長
❷ 2020.4.1
❸皮膚科一般
❹日本皮膚科学会専門医

猪上　奈奈
Nana
Inoue 

❶皮膚科
❷ 2020.4.1
❸皮膚科一般
❹日本皮膚科学会専門医

苗村　佑樹
Yuuki 
Namura

❶呼吸器外科
❷ 2020.4.1
❸呼吸器外科

宗宮　伸弥
Shinya 
Soumiya

❶泌尿器科
❷ 2020.4.1
❸泌尿器科

山田　大輔
Daisuke 
Yamada

❶脳卒中センター
❷ 2020.7.1
❸脳神経外科全般
❹日本脳神経外科学会脳神
経外科専門医

医仁会武田総合病院

松末　吉隆
Yoshitaka 
Matsusue

❶リハビリセンター／
　センター長
❷ 2020.4.1
❸整形外科（関節外科、特
に膝）、スポーツ医学、リ
ハビリテーション（運動
器疾患等）
❹日本整形外科学会専門医、
日本リウマチ学会専門医・
指導医、日本リハビリテ
ーション学会専門医・指
導医

財間　正純
Masazumi 
Zaima

❶外科／副院長
❷ 2020.4.1
❸消化器外科一般、肝胆膵
外科
❹日本外科学会専門医・指
導医、日本消化器外科学
会専門医・指導医、日本
肝胆膵学会高度技能指導
医

五十殿　弘二
Kouji 
Isodono

❶循環器内科／副部長
❷ 2020.4.1
❸心血管・末梢動脈インタ
ーベンション
❹日本内科学会総合内科専
門医・認定内科医・指導
医、日本循環器学会専門
医、日本心血管インター
ベンション治療学会専門
医・認定医、浅大腿動脈
ステントグラフト実施医

出口　靖記
Yasunori 
Deguchi

❶外科／副部長
❷ 2020.4.1
❸消化器外科全般、胃・大
腸外科
❹日本外科学会専門医、　
日本消化器外科学会専門
医・消化器外科治療認定
医、日本がん治療認定機
構がん治療認定医

新任医師一覧　（2020年8月）武田病院グループ
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武田病院グループの機能と役割 武田病院グループは地域医療構想に対応した機能分化と医療の質の向上､地域包括ケアの推進につとめています

柳馬場武田クリニック
［京都市中京区］

康生会クリニック
［京都市下京区］

梶井町放射線診断科
クリニック

［京都市上京区］

京都認知症総合センター
クリニック
［宇治市］

百万遍クリニック
［京都市左京区］

辰巳診療所辰巳診療所辰巳診療
［京都市伏見区］

京都壬生苑診療所
［京都市中京区］

たけだ診療所だ診療所だ診療
（免疫・遺伝子クリニック）
［京都市下京区］

高
度
急
性
期

回
復
期

慢
性
期

急
性
期

診
療
所

介
護
・
福
祉
施
設

透析
46床

健 診 健 診

ＩＣＵ（集中治療室）、ＣＣＵ（冠疾患集中治療室）、ＳＣＵ（脳卒中集中治療室）、
ＨＣＵ（高度治療室）で実施するような重症者に対する治療を療を療 行います

症状・徴候の発現が急激で生命の危機状態にある時期ですですで
病気やけがによる症状が急激に現れ、全身管理を理を理 必を必を 要としましまし す

高度急性期

急性期

生命の危機状態からからか 脱し、症状が安定に向かっている時期ですですで
機能障害の程度に応じたじたじ 日常生活・社会生活に適応を応を応 促を促を しましまし す

回復期

症状・徴候は激しくないが治癒することが困難な状態が長期間にわたって持続する時期ですですで
長期間の管理、観察、あるいは治療、看護が必要とさとさと れされさ まれまれ す慢性期

医療密度が極めて高い医療を提供

状態の安定化に向けた医療を提供

リハビリテーションを集中的に提供

長期にわたる療養等の医療を提供

デイサービス

ヴィラ山科デイサービスセンター
ヴィラ山科オレンジデイサービスセンター
［京都市山科区］

城陽市立東部デイサービスセンター
［城陽市］
デイサービスセンター加茂の里
［木津川市］

三条小川デイサービスセンター
［京都市中京区］
ヴィラ稲荷山デイサービスセンター
［京都市伏見区］

デイサービスセンターヴィラ鳳凰
オレンジデイサービスセンターヴィラ鳳凰
［宇治市］

訪問介護
たけだホームヘルプサービス三条小川
［京都市中京区］

訪問介護ステーションヴィラ山科
［京都市山科区］

訪問介護ステーション加茂の里
［木津川市］

訪問介護ステーションヴィラ城陽
［城陽市］

訪問介護ステーションふくろう
［宇治市］

訪問リハビリテーション
いわやの里訪問リハビリテーション
［京都市山科区］

デイケア
白寿［京都市伏見区］
いわやの里［京都市山科区］

地域包括支援センター等
京都市 下京・中部地域包括支援センター
(高齢サポート・下京中部 )
［京都市下京区］

京都市 醍醐・南部地域包括支援センター
(高齢サポート・醍醐南部 )
［京都市伏見区］（白寿内）

京都市 大宅地域包括支援センター
(高齢サポート・大宅 )
［京都市山科区］（ヴィラ山科内）

京都市 下京区地域介護予防推進センター
［京都市下京区］

居宅介護支援事業所
白寿［京都市伏見区］

老人保健施設

いわやの里［京都市山科区］

特別養護老人ホーム

ヴィラ山科［京都市山科区］
ヴィラ稲荷山［京都市伏見区］

加茂の里［木津川市］
ヴィラ鳳凰［宇治市］

ヴィラ城陽［城陽市］

有料老人ホーム
あいらの杜宇治五ケ庄［宇治市］
　　　　　　　　※介護受託施設

ケアハウス

あじさい［木津川市］

やまぶき［宇治市］

柳馬場訪問看護ステーション
［京都市中京区］

十条訪問看護ステーション
［京都市南区］

訪問看護ステーションあじさい
［木津川市］

宮津武田病院訪問看護ステーション
［宮津市］

訪問看護ステーションふくろう
［宇治市］

訪問看護ステーション

ヴィラ鳳凰［宇治市］
鳳凰槇島［宇治市］

京都駅前
武田透析クリニック
［京都市下京区］

山科武田ラクトクリニック
山科武田ラクト健診センター
［京都市山科区］

武田病院健診センター
［京都市下京区］

384床
地域包括ケア病棟  44床

ICU
CCU SCU HCU

画像診断
センター
（PET検診）

透析
20床

武田病院

［京都市下京区］

ICU
CCU SCU HCU

500床
地域包括ケア病棟 60床
回復期リハ病棟 28床

医仁会武田総合病院

健 診 透析
44床

［京都市伏見区］

177床

地域包括ケア病棟 43床

宇治武田病院

健 診 透析
50床

訪問
リハビリ

［宇治市］

床50

精華町
国民健康保険病院

障害施設等

透析
20床

訪問
リハビリ

［精華町］

床60
障害施設等

北山武田病院

訪問
診療

訪問
歯科

［京都市北区］

床111

医療機関
併設型

介護療養

木津屋橋武田病院
介護医療院

［京都市下京区］

床55

稲荷山武田病院

訪問
診療

［京都市伏見区］

18床緩和ケア病棟
37床障害者病棟

武田病院 居宅介護支援事業部
［京都市下京区］

ヴィラ稲荷山 居宅介護支援事業所
［京都市伏見区］

老人保健施設白寿 居宅介護支援事業所
［京都市伏見区］

ヴィラ山科 居宅介護支援事業所
［京都市山科区］

ヴィラ山科 居宅介護支援事業所
清水焼団地センター［京都市山科区］
ヴィラ鳳凰 居宅介護支援事業所
［宇治市］

加茂の里 居宅介護支援事業所
［木津川市］

セリエ居宅介護支援事業所宇治五ヶ庄
［宇治市］

武田病院グループWebサイト

訪問診療

訪問リハビリ

床65
障害施設等

宮津武田病院

健 診 透析
20床

［宮津市］

地域包括ケア病床 19床

床182
100床回復期リハ病棟
43床障害者病棟

十条武田
リハビリテーション病院

訪問
リハビリ

透析
20床

［京都市南区］

救急

救急 救急

救急

救急

介護医療院

グループホーム ·看護小規模多機能

木津屋橋武田
クリニック

［京都市下京区］
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医療法人 財団 康生会　武田病院

救急救命を軸に幅広い医療分野で地域の安心を支えます

総病床数 384 床（ＩＣＵ・ＣＣＵ8 床、ＳＣＵ6 床、ＨＣＵ8 床、地域包括ケア

病棟 44 床、開放型病床 15 床）、透析 20 床

病 床 数

武田　純院 長

救急告示病院、開放型病院、日本医療機能評価機構認定病院、臨床研

修指定病院、地域医療支援病院、外国人患者受入れ医療機関認定制度

（JMIP）認証

告 示・指 定

内科、循環器内科、脳神経内科、呼吸器内科、消化器内科、小児科、外科、

整形外科、脳神経外科、呼吸器外科、心臓血管外科、皮膚科、泌尿器科、

眼科、放射線科、リハビリテーション科、麻酔科

診 療 科 目

不整脈科、ペースメーカー外来、腎臓内科、 腎不全外来、肝臓外来、内分

泌内科、内分泌・甲状腺外来、内分泌・糖尿病内科、直腸肛門外来、乳腺外科、

乳腺外来・乳房再建外来、睡眠時無呼吸外来、形成外科外来、脳疾患予

防外来、 物忘れ外来、 筋電図外来、 神経免疫外来、 パーキンソン病外来、緩

和ケア外来、 セカンドオピニオン外来、 足の外科外来、 股関節外来、 脊椎脊髄

外科外来、スポーツ整形外科、膝・スポーツ整形外科、リウマチ外来、 心臓

大血管・静脈瘤初診外来、下肢静脈瘤外来、下肢動脈・大動脈瘤外来、ト

ラベルクリニック外来

専 門 外 来

循環器センター、不整脈治療センター、消化器センター、透析センター、

神経脳血管センター、睡眠呼吸医療センター、呼吸器センター、脳卒中セ

ンター、画像診断センター

専門医療センター

〒600-8558 

京都市下京区塩小路通西洞院東入

東塩小路町 841-5

075-361-1351（代表）

075-361-7602

JR「京都駅」より徒歩5分

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

医療法人　医仁会武田総合病院

総合的な診療体制を整える地域のヘルスケアリーダー

総病床数 500 床（ＩＣＵ・ＣＣＵ10 床、ＳＣＵ6 床、ＨＣＵ4 床、地域包括ケア

病棟 60 床、開放型病床 25 床、回復期リハビリテーション病棟 28 床）、

透析 44 床

病 床 数

三森　経世院 長

救急告示病院、開放型病院、日本医療機能評価機構認定病院、臨床研

修指定病院、歯科医師臨床研修指定病院、京都府がん診療推進病院、

卒後臨床研修評価機構認定病院

告 示・指 定

内科、循環器内科、脳神経内科、血液内科、内分泌内科、消化器内科、呼吸器内

科、腎臓内科（透析）、膠原病・リウマチ内科、外科、呼吸器外科、心臓血管外科、

脳神経外科、整形外科、形成外科、小児科、皮膚科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、産婦

人科、眼科、麻酔科、ペインクリニック内科、放射線科、歯科、リハビリテーション科

診 療 科 目

不整脈科、糖尿病外来、骨粗しょう症外来、睡眠時無呼吸外来、小児循環器

外来、乳児健診、小児喘息外来、小児神経外来、小児心療外来、小児予防接

種、乳腺外来、胆石外来、直腸肛門外来、ヘルニア（脱腸）外来、動脈瘤・ステ

ントグラフト外来、神経筋外来、神経筋クリニック、褥瘡外来、アトピー・スキンケ

ア外来、脳波外来、緩和ケア外来、結石外来、リウマチ・関節外来

専 門 外 来

救急医療センター、血液病センター、消化器センター、尿路結石治療セン

ター、心臓血管外科センター、腫瘍センター、脳卒中センター、糖尿病セ

ンター、内分泌センター、透析センター、健康管理センター、リハビリセンター

専門医療センター

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

［駐 車 場］

武田病院グループ　施設紹介

病

　院

病

　院

〒601-1495

京都市伏見区石田森南町 28－1

075-572-6331（代表）

075-571-8877

地下鉄東西線「石田駅」徒歩2分、
京阪バス「武田総合病院前」下車
スグ、「石田」より徒歩5分、醍醐
コミュニティーバス「武田総合病院
前」下車スグ、ＪＲ「六地蔵駅」徒歩
12分、京阪電車「六地蔵駅」より
徒歩15分

有料　445台

医療法人 財団 医道会　十条武田リハビリテーション病院

救急医療とリハビリを軸とした地域の総合医療機関です

総病床数182床（回復期リハビリテーション病棟100床、障害者病棟43床、

地域包括ケア病床 19 床、開放型病床 5 床）、透析 20 床

病 床 数

勝見　泰和院 長

救急告示病院、開放型病院、日本医療機能評価機構認定病院、国土交

通省指定短期入院協力病院、京都府リハビリテーション教育センター教育

指定病院、日本リウマチ学会教育施設、日本リハビリテーション医学会研

修施設、日本整形外科学会研修施設

告 示・指 定

内科、糖尿病内科、リウマチ科、脳神経内科、呼吸器内科、消化器内科、

循環器内科、心療内科、外科、肛門外科、整形外科、脳神経外科、泌

尿器科、リハビリテーション科、皮膚科、麻酔科、放射線科

診 療 科 目

睡眠時無呼吸外来、禁煙外来、乳腺外来、痛風外来、肘・手外科外来、

肩関節外来、脊椎外来

専 門 外 来

人工関節センター、リウマチセンター、手外科センター、糖尿病センター、

血液透析センター

専門医療センター

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

［駐 車 場］

〒601-8325

京都市南区吉祥院八反田町32番地

075-671-2351（代表）

075-671-2961 

市バス「羅城門」を南へ徒歩7分、

「千本十条」より徒歩1分、近鉄線

「十条駅」から西へ徒步15分

有料　58台

宇治武田病院

最新の医療で地域に貢献する開かれた病院です

総病床数177床（地域包括ケア病棟43床、開放型病床15床）、透析50床病 床 数

金　郁喆院 長

救急告示病院、開放型病院、日本医療機能評価機構認定病院、臨床研修

指定病院、歯科医師臨床研修指定病院、人間ドック健診施設機能評価認

定病院

告 示・指 定

内科、循環器内科、消化器内科、糖尿病内科、内分泌内科、腎臓内科、

脳神経内科、アレルギー科、外科、肛門外科、整形外科、呼吸器外科、

形成外科、脳神経外科、リウマチ科、小児科、皮膚科、泌尿器科、眼科、

耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線科、歯科、歯科口腔外科、

麻酔科

診 療 科 目

スポーツ外来、上肢の外科外来、くび肩外来、小児運動器・イリザロフ外来、

乳腺外来、呼吸器内科外来、もの忘れ外来、失語症外来、ペースメーカー

外来、循環器・下肢静脈瘤外来、小児循環器外来、心臓血管外科外来、

血液内科外来、小児発達外来、ペイン外来、睡眠時無呼吸外来、リウマ

チ外来、再生医療外来

専 門 外 来

放射線治療センター、透析センター、呼吸器センター、高次脳機能センター、

脊椎センター、小児運動器・イリザロフセンター、健診センター

専門医療センター

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

［駐 車 場］

〒611-0021 

京都府宇治市宇治里尻 36-26

0774-25-2500（代表） 

0774-25-2353 

JR 奈良線「宇治駅」から徒歩3分、

京阪宇治線「宇治駅」から徒歩10分 

有料　246台  
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武田病院グループ　施設紹介

病

　院

病

　院

総病床数 60 床（障害者施設等一般 60 床）病 床 数

青山　英久院 長

機能強化型療養支援病院、労災・生活保護・難病医療費助成指定病院告 示・指 定

内科、消化器内科、循環器内科、形成外科、皮膚科、美容皮膚科、整

形外科、歯科、矯正歯科、歯科口腔外科、小児歯科

診 療 科 目

下肢静脈瘤外来、小児アレルギー外来、美容治療、甲状腺外来専 門 外 来

地域のニーズに対応し安心でやさしい医療を目指します

総病床数 65 床（障害者施設等一般 65 床）、透析 20 床病 床 数

曽根　淳史院 長

日本医療機能評価機構認定病院告 示・指 定

内科、消化器内科、循環器内科、外科、消化器外科、皮膚科、整形外科、

泌尿器科（人工透析）、人間ドック 

診 療 科 目

禁煙外来、排尿障害・尿失禁専門外来、睡眠時無呼吸外来、痔の治療 ALTA専 門 外 来

医療法人 財団 康生会　北山武田病院 

健康と美しさを保ちたいとのご要望に寄り添います

［ 住 所 ］
［ T E L ］
［ F A X ］
［アクセス］
［駐 車 場］

〒603-8053京都市北区上賀茂岩ヶ垣内町99番地 
075-721-1612（代表） 
075-701-7399 
地下鉄烏丸線　「北山駅」　②番出口北100ｍ 
有料　30台

［ 住 所 ］
［ T E L ］
［ F A X ］
［アクセス］
［駐 車 場］

〒626-0041 京都府宮津市字鶴賀2059番地の1
0772-22-2157（代表）
0772-22-1125
京都丹後鉄道「宮津駅」より徒歩3分　国道178号線沿い、宮津漁連前 
無料　20台

総病床数 50 床（障害者施設等一般 50 床）、透析 20 床病 床 数

稲田　秀郎院 長

救急告示病院告 示・指 定

内科、外科、整形外科、リハビリテーション科、皮膚科、泌尿器科、歯科、

歯科口腔外科、小児歯科、矯正歯科 

診 療 科 目

リウマチ・膠原病外来、循環器内科外来、もの忘れ外来専 門 外 来

［ 住 所 ］
［ T E L ］
［ F A X ］
［アクセス］
［駐 車 場］

〒619-0241 京都府相楽郡精華町祝園砂子田7番地
0774-94-2076（代表）
0774-93-2818（代表）
ＪＲ「祝園駅」・近鉄「新祝園駅」より徒歩2分
無料　32台

指定管理者 医療法人 医仁会　精華町国民健康保険病院

地域の方の健康保持・予防医学に努める医療機関です

医療法人 財団 宮津康生会　宮津武田病院 

［ 住 所 ］
［ T E L ］
［ F A X ］
［アクセス］
［駐 車 場］

〒612-0801 京都市伏見区深草正覚町27番地
075-541-3371（代表）
075-532-5115
京阪電車「鳥羽街道駅」東へ徒歩2分　ＪＲ奈良線「稲荷駅」北へ徒歩10分
無料　5台

医療法人 財団 医道会　稲荷山武田病院 

終末期医療への専門的な取り組みで地域に貢献します

総病床数 55 床（障害者施設等一般 37 床、緩和ケア病棟 18 床）病 床 数

土屋　宣之院 長

日本医療機能評価機構認定病院、在宅療養支援病院告 示・指 定

内科、呼吸器内科、胃腸内科、循環器内科、脳神経内科、心療内科、外科、

整形外科、肛門外科、泌尿器科、皮膚科

診 療 科 目

糖尿病外来、禁煙外来、緩和ケア外来専 門 外 来

木津屋橋武田病院　介護医療院

［ 住 所 ］
［ T E L ］
［ F A X ］
［アクセス］

［駐 車 場］

111 名入 所 定 員

若林　詔院 長

要介護 3～ 5（要介護 1、2は特例要件を満たす場合）入所対象者

〒600-8231 京都市下京区油小路通下魚棚下る油小路町 293 番地 
075-343-1766（代表） 
075-343-5739 
JR「京都駅」より徒歩10分　京都市営地下鉄「京都駅」、近鉄「京都駅」より
徒歩10分　京都市バス「七条堀川」より徒歩1分
通院・お見舞いについて入庫後1時間無料／台数4台　以降100円／20分、
最大900円／ 12時間

介護医療院…2018年4月より創設された「介護医療院」。長期的な医療と介護のニーズを併せ持つ高齢者を対象とし、「日常的な医学管理」や「看取り
やターミナルケア」等の医療機能と「生活施設」としての機能とを兼ね備えた施設です。

木津屋橋武田クリニック

訪問診療を中心とした介護医療院併設型クリニックです

若林　詔院 長

［ 住 所 ］
［ T E L ］
［ F A X ］
［アクセス］

［駐 車 場］

整形外科、内科、循環器内科、リハビリテーション科診 療 科 目

甲状腺外来、訪問診療、訪問リハビリ、検診専 門 外 来

〒600-8231 京都市下京区油小路通下魚棚下る油小路町 293 番地 
075-343-1766（代表） 
075-343-5739 
JR「京都駅」より徒歩10分　京都市営地下鉄「京都駅」、近鉄「京都駅」より
徒歩10分　京都市バス「七条堀川」より徒歩1分 
通院・お見舞いについて入庫後1時間無料／台数4台　以降100円／20分、
最大900円／ 12時間

介
護
医
療
院

診
療
所

医療の必要な高齢者の長期療養・生活を支えます
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生活習慣病関連の専門診療と歯科口腔外科を京都駅前でご提供します

医療法人 財団 康生会　康生会クリニック

内科、糖尿病内科、神経内科、小児アレルギー科、歯科口腔外科診 療 科 目

武田　定子所 長

糖尿病内科、脂質異常・高血圧外来、生活習慣病予防外来、循環器内科、

神経内科、消化器内科、甲状腺外来、心療内科、禁煙外来、高山病外来、

睡眠時無呼吸外来、慢性疲労外来、小児アレルギー科、歯科口腔外科、

腎臓内科 

専 門 外 来

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

〒600-8231 京都市下京区油小路通下魚ノ棚下る油小路町277

075-354-7227

075-354-7228

JR「京都駅」より徒歩5分

武田病院グループ　施設紹介

診
療
所

診
療
所

樹状細胞WT-1ペプチドワクチン療法、自家がんワクチン療法、温熱療法（ハ

イパーサーミア）

治 療

武田　厚子　所 長 松山　竜三　センター 長

医療法人 財団 康生会　たけだ診療所（免疫・遺伝子クリニック）

患者さん一人ひとりに最適だと思われる「がん免疫治療」を提案します

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

〒600-8216 京都市下京区木津屋橋通新町西入東塩小路町 606-3-2 三旺京都駅前ビル 1階

075-351-8282

075-351-8448

JR「京都駅」より徒歩5分

血液透析科診 療 科 目

吉岡　徹朗所 長

医療法人 財団 康生会　京都駅前武田透析クリニック

交通アクセス良好な京都駅前の血液透析専門クリニックです

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

［駐 車 場］

〒600-8216 京都市下京区木津屋橋通新町西入東塩小路町 606-3-2 三旺京都駅前ビル 6階

075-351-9200

075-351-9201

JR「京都駅」より徒歩5分、専用送迎バスを無料運行

駐車場有（要事前連絡）

内科、小児科、外科、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、整形外科、

リハビリテーション科

診 療 科 目

上田　忠院 長

指定管理者 医療法人 医仁会　辰巳診療所

往診や訪問診療及び定期健診も随時受付けています

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

〒601-1345 京都市伏見区醍醐外山街道町21番地

075-571-8545

075-571-8555

醍醐コミュニティバス「東合場町」バス停下車徒歩2分

内科・神経内科診 療 科 目

池田　宣昭所 長

医療法人 財団 康生会　京都壬生苑診療所

「ウエルエイジみぶ」の入居者対象の診療所です

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

〒604-8821 京都市中京区壬生梛ノ宮町31

075-823-3371

075-822-6550

神経内科、内科、整形外科、皮膚科、リハビリテーション科、眼瞼けいれん、

斜頚、痙縮、ボトックス治療※特定健康診査実施施設 

診 療 科 目

浅沼　光太郎所 長

医療法人 財団 康生会　柳馬場武田クリニック

プライマリーケアと専門科に対応。訪問診療・看護、健診も行っています

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

〒604-8113 京都市中京区柳馬場通六角下る井筒屋町407番地 シティーハウス407 1Ｆ

075-213-2216

075-213-2217

地下鉄「四条駅」・阪急電車「烏丸駅」　徒歩約6～ 7分

医療法人 財団 康生会　梶井町放射線診断科クリニック

画像診断専門のクリニックです。MRI・CT 検査で、先生方の診断に必要な情報を提供します

放射線診断料診 療 科 目

伊藤　博敏所 長

［ 住 所 ］
［ T E L ］
［ F A X ］
［アクセス］
［駐 車 場］

〒602-0841 京都市上京区河原町通今出川下る東入梶井町457番地
075-950-5751　予約専用携帯／ 070-6507-8988
075-950-5753
京阪電車「出町柳駅」下車徒歩12分　市バス4・17・205系統「府立医大病院前」下車
お車でお越しの方は、河原町通り梶井町パーキングをご利用下さい（最大1時間
20分までの割引処理をいたしますので受付にお申し出ください）。尚、当施設駐
車場は身障者の方専用となっております。

重富　博之院 長

医療法人 悠仁会　百万遍クリニック

経験豊富で相談しやすい医師が女性の不安に対応します

内科・整形外科・乳腺外科・放射線科診 療 科 目

専 門 診

乳腺センター

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

［駐 車 場］

〒606-8225 京都市左京区田中門前町 103-5　京都パストゥール研究所ビル 1F

百万遍クリニック（代）075-791-8202 乳腺センター（直）075-703-3388

百万遍クリニック075-705-0025

京阪電車・叡山電鉄「出町柳駅」より徒歩10分、叡山電鉄「元田中駅」より徒歩5分

提携駐車場有り（40分無料）当クリニック南隣りのタイムズ駐車場です。
駐車券をクリニック内にお持ち下さい、清算券をお渡しします。

シックハウス外来

マンモグラフィー・エコー・MRI・CT
※児玉記念乳腺クリニックは、百万遍クリニックへ8月1日施設統合しました

6月1日より開院　※児玉記念乳腺クリニックは8月1日施設統合しました
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武田病院グループ　施設紹介

診
療
所

介
護
・
福
祉
施
設

入 所 定 員

中田　泰司施 設 長

社会福祉法人 青谷福祉会　特別養護老人ホーム　ヴィラ稲荷山※☆◎

歴史と文化が調和した豊かな自然の中で、快適さに満たされた安らぎの生活を応援します

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

〒612-0801 京都市伏見区深草正覚町 23 番 

075-561-6550 

075-561-6552 

京阪電車「鳥羽街道駅」徒歩5 分、JR 奈良線「東福寺駅」または「稲荷駅」徒歩約10 分

100 名 短期入所定員 20 名 通所介護定員 40 名（1日あたり）

入居対象者 要介護３～５ （要介護１、２は特例要件を満たす場合） 

入 所 定 員

渡邉　善次施 設 長

社会福祉法人 青谷福祉会　特別養護老人ホーム　加茂の里※☆◎ 

在宅から施設まで地域の高齢者を支える総合福祉施設

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

〒619-1154 京都府木津川市加茂町駅東四丁目1 番地 3

0774-76-7607

0774-76-7802

ＪＲ大和路線「加茂駅」徒歩 2 分

50 名 短期入所定員 20 名 通所介護定員 40 名（1日あたり）

入居対象者 要介護３～５（ 要介護１、２は特例要件を満たす場合）

吉川　昌弘施 設 長

社会福祉法人 青谷福祉会　特別養護老人ホーム　ヴィラ山科※☆◎

安心と快適さに満たされた安らぎの生活を目指しています

［ 住 所 ］
［ T E L ］
［ F A X ］
［アクセス］

〒607-8179 京都市山科区大宅御所田町 115-1
075-572-6677
075-572-6866
京都市営地下鉄東西線「椥辻駅」下車徒歩約 15 分、京阪バス「大宅」下車
徒歩 8 分、京阪バス「京都橘大学」下車徒歩 5 分

入 所 定 員 80 名

認知症対応型通所介護 12 名

認知症対応型通所介護 12 名

短期入所定員 10 名 通所介護定員 40 名（1日あたり）

入居対象者 要介護３～５（ 要介護１、２は特例要件を満たす場合）

※京都介護・福祉サービス第三者評価等支援機構による第三者評価受診施設
☆ISO9001：2015 認証
◎きょうと福祉人材育成認証制度「認証事業所」

社会福祉法人 悠仁福祉会　特別養護老人ホーム　ヴィラ鳳凰※☆◎

“ほっ” とできる環境でいきいきとした生活を応援します

入 所 定 員

荒賀　正巳施 設 長

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

〒611-0021 京都府宇治市宇治里尻 36 番 35

0774-25-2577 

0774-25-2788 

JR 奈良線「宇治駅」徒歩 3 分、京阪宇治線「宇治駅」徒歩 8 分

80 名 短期入所定員 20 名 通所介護定員 40 名（1日あたり）

入居対象者 要介護３～５（ 要介護１、２は特例要件を満たす場合）

人間ドック健診施設機能評価認定　全日本病院協会指定　健康保険組合
連合会指定　全国健康保険協会管掌健康保険生活習慣病予防健診指定
※特定健康診査実施施設　※特定保健指導実施施設 

認 定 等

桝田　出所 長

［ 住 所 ］
［ T E L ］

［ F A X ］
［アクセス］

〒600-8216 京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町 608　日本生命京都三哲ビル 3F
人間ドック、健康診断のご予約、健診結果のお問い合わせは
武田病院グループ総合窓口　TEL ／ 075-746-5100 
075-746-5130 
JR「京都駅」より徒歩 5分、京都市営地下鉄「京都駅」より徒歩 5分、近鉄「京
都駅」より徒歩 5分、京都市バス「下京区総合庁舎前」すぐ 

社会福祉法人　悠仁福祉会　京都認知症総合センタークリニック 

早期診断、早期対応で認知症進行の抑制を目指します

日本認知症学会教育施設認定、在宅時医学管理料及び施設入居時
等医学管理料、脳血管疾患リハビリテーションⅢ、神経学的検査

認 定 等

川崎　照晃院 長

内科、脳神経内科診 療 科 目

もの忘れ外来、認知症予防外来、音楽療法外来専 門 外 来
［ 住 所 ］
［ T E L ］
［ F A X ］
［アクセス］
［駐 車 場］

〒611-0021 京都府宇治市宇治里尻 36 番 35
0774-25-1110
0774-25-1108
JR 奈良線「宇治駅」徒歩 3 分、京阪宇治線「宇治駅」徒歩 8 分
駐車場５台　満車の場合宇治武田病院へ駐車ください。（６時間以内１００円）

医療法人 財団 康生会　武田病院健診センター 

充実の健診システムで疾病の早期発見・健康増進に貢献します

放射線科・人間ドック（ガン検診）

林田　孝平所 長

診 療 科 目

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

［駐 車 場］

〒600-8558 京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町 841-5 

075-361-1680　フリーコール 007-77-5588 

075-361-1682 

JR「京都駅」より徒歩 5 分

近隣に提携駐車場あり 

人間ドック健診施設機能評価認定　日本総合健診医学会優良
施設認定　健康保険組合連合会指定　全国健康保険協会管
掌健康保険生活習慣病予防健診指定　全日本病院協会指定

認 定 等

田巻　俊一 所 長

内科、循環器内科、脳神経内科、消化器内科、乳腺外科、婦人科
※特定健康診査実施施設　※特定保健指導実施施設

診 療 科 目

［ 住 所 ］
［ T E L ］

［ F A X ］
［アクセス］

〒607-8080 京都市山科区竹鼻竹ノ街道町92 番地　山科駅前ラクト山科C 棟3 階 
クリニック／ 075-581-0910　健診センター／ 075-746-5100
人間ドック、健康診断のご予約、健診結果のお問い合わせは
武田病院グループ総合窓口　TEL ／ 075-746-5100 
075-581-0991 
JR「山科駅」、京阪「山科駅」、地下鉄「山科駅」より徒歩 3 分 

医療法人 財団 康生会　武田病院画像診断センター（PET センター）

ガンの早期発見・早期治療へのアプローチ

医療法人 財団 康生会　山科武田ラクトクリニック／山科武田ラクト健診センター

一人ひとりが

いつも健やかであるように
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武田病院グループ　施設紹介

介
護
・
福
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設
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福
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施
設

介
護
受
託
施
設

医療法人 医仁会　老人保健施設 いわやの里※☆◎

個々に適ったチーム介護を提供し在宅復帰を積極的に支援

藤原　啓行センター 長

社会福祉法人 悠仁福祉会　グループホーム・複合型施設　鳳凰槇島※☆

地域に密着し世代間の交流を目指す、温もりのあるサービスを提供します

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

〒612-0041 京都府宇治市槇島町大川原３５-５

0774-25-2050 

0774-25-2160 

近鉄京都線「小倉駅」徒歩２０分

入居対象者 宇治市在住の方で介護認定で要介護と認定された方

入 居 定 員 18 名 看護小規模多機能施設登録定員 29 名

入 所 定 員 76名（短期入所者を含む）　内認知症棟2Ｆ35名 通所リハビリ定員 29名（1日あたり）

入居対象者 要介護と認定された方。認知症棟は、認知症高齢者の日常生活自立度判定Ⅲa 以上

入 所 定 員

田中　明施 設 長

医療法人 医仁会　老人保健施設 白寿※☆◎

地域に密着した介護・福祉・保健・医療のスペシャリストが結集した総合施設

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

〒601-1434 京都市伏見区石田森南町 9 番地

075-572-8207

075-572-8726

地下鉄東西線「石田駅」より徒歩 5 分

30名（短期入所者を含む） 通所リハビリ定員 35名（1日あたり） 

入居対象者 要介護と認定された方

内藤　和世施 設 長

［ 住 所 ］
［ T E L ］
［ F A X ］
［アクセス］

〒607-8177 京都市山科区大宅古海道町 52
075-572-1811
075-572-1880
京都市営地下鉄東西線「椥辻駅」下車徒歩約 15 分、京阪バス「大宅」下車
徒歩 8 分、「京都橘大学」下車徒歩 3 分 

介護受託施設　介護付有料老人ホーム　あいらの杜宇治五ヶ庄

心やすらぐ雰囲気、ぬくもりのある生活の実現を目指して

入居される方の快適な生活とご家族の方への安心を提供します

入 居 定 員 51 名（（介護予防）特定入居者生活介護）

入居対象者 自立～要介護５

市川　努施 設 長

［ 住 所 ］
［ T E L ］
［ F A X ］
［アクセス］

〒 611-0011 京都府宇治市五ヶ庄戸ノ内 19-1
0774-66-6021
0774-66-6031
京阪宇治線「三室戸駅」徒歩 15 分、JR 奈良線「黄檗駅｣徒歩 15 分

※京都介護・福祉サービス第三者評価等支援機構による第三者評価受診施設
☆ISO9001：2015 認証
◎きょうと福祉人材育成認証制度「認証事業所」

［ 住 所 ］
［ T E L ］
［ F A X ］
［アクセス］

〒610-0114 京都府城陽市市辺笹原 1 番地
0774-55-1875
0774-54-3321 
JR 奈良線「山城青谷駅」よりタクシー5 分、近鉄京都線「大久保駅」「新田辺駅」
よりタクシー15 分、京阪宇治交通バス「青谷梅林」下車徒歩 10 分

前川　貴司

60 歳以上で自立され、家庭環境・住宅事情などの理由により居宅におい
て生活することが困難な方

施 設 長

入居対象者

入 所 定 員 50 名

社会福祉法人 青谷福祉会　軽費老人ホーム ヴィラ城陽※☆◎

「笑い声の聞こえる施設」で生きがいのある生活を応援

渡邉　善次

60 歳以上（夫婦入居の場合はどちらかが60 歳以上）で家庭環境・住宅事
情などの理由により居宅において生活することが困難な方

施 設 長

入居対象者

入 居 定 員 20 名

社会福祉法人 青谷福祉会　ケアハウス あじさい※☆◎

生涯を通じて安心な老後と自立した生活を応援

［ 住 所 ］
［ T E L ］
［ F A X ］
［アクセス］

〒619-1154 京都府木津川市加茂町駅東四丁目1 番地3
0774-76-7607
0774-76-7802
ＪＲ大和路線「加茂駅」徒歩2 分

荒賀　正巳

60 歳以上（夫婦入居の場合はどちらかが60 歳以上）で家庭環境・住宅事
情などの理由により居宅において生活することが困難な方

施 設 長

入居対象者

入 居 定 員 30 名

社会福祉法人 悠仁福祉会　ケアハウス やまぶき※☆◎

利用者さんに悠々と心穏やかにゆったりと過ごしていただきます

［ 住 所 ］
［ T E L ］
［ F A X ］
［アクセス］

〒611-0021 京都府宇治市宇治里尻 36 番 35
0774-25-2577
0774-25-2788
JR 奈良線「宇治駅」徒歩 3 分

入 居 定 員 18 名

荒賀　正巳施 設 長

社会福祉法人 悠仁福祉会　グループホームヴィラ鳳凰☆◎

認知症の方のできる能力を引き出し、共同生活をすることで自立した生活が送れるよう支援します

［ 住 所 ］

［ T E L ］

［ F A X ］

［アクセス］

〒611-0021 京都府宇治市宇治里尻 36 番 35

0774-25-1130

0774-25-2788

JR 奈良線「宇治駅」徒歩 3 分、京阪宇治線「宇治駅」徒歩 8 分

入居対象者 宇治市在住の方で介護認定で要介護と認定された方
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075-361-2141

075-572-6572

京
都
市
委
託
事
業
一
覧

事業所名 電　話

京都市より高齢者を総合的に支える地域の身近な相談窓口である「地域包括支援センター」を「高齢サポート」の愛称でも表記しております

京都市伏見区深草正覚町 23 番

訪問看護ステーション

ニーズの高まる地域の在宅医療の屋台骨を支える縁の下の力もち

医療法人財団 康生会　柳馬場訪問看護ステーション☆

［住所］〒604-8113　京都市中京区柳馬場通六角下る井筒屋町 407 番地 シティーハウス407 1F　［ＴＥＬ］075-212-7266　［ＦＡＸ］075-212-7321

医療法人財団 医道会　十条訪問看護ステーション☆

［住所］〒601-8107　京都市南区上鳥羽南唐戸町7番地 Kビル1階表・中号　［ＴＥＬ］075-671-2415　［ＦＡＸ］075-671-2435

デイサービスセンター

自宅で生活されている高齢者の心身機能の向上を図る憩いの場

社会福祉法人 青谷福祉会　三条小川デイサービスセンター※☆◎

［住所］〒604-8246　京都市中京区小川通三条下ル猩々町 124　［ＴＥＬ］075-254-1106　［ＦＡＸ］075-254-1107
［アクセス］地下鉄「烏丸御池駅」より徒歩 10 分／地下鉄「二条城前駅」より徒歩 10 分

地域包括支援センター／地域介護予防センター

保
健
・
福
祉
・
医
療
の
向
上
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
取
り
組
む

自
立
支
援
の
拠
点

社会福祉法人 青谷福祉会　ヴィラ稲荷山デイサービスセンター※☆◎

［住所］〒612-0801　京都市伏見区深草正覚町 23 番　［ＴＥＬ］075-561-6550　［ＦＡＸ］075-561-6552
［アクセス］京阪電鉄「鳥羽街道駅」徒歩 5 分／ JR 奈良線「東福寺駅」または「稲荷駅」徒歩約 10 分

社会福祉法人 青谷福祉会　ヴィラ山科デイサービスセンター※☆◎

［住所］〒607-8179 京都市山科区大宅御所田町 115-1　［ＴＥＬ］075-572-6677　［ＦＡＸ］075-572-6866
［アクセス］京都市営地下鉄東西線「椥辻駅」下車徒歩約 15 分、京阪バス「大宅」下車徒歩 8 分、京阪バス「京都橘大学」下車徒歩 5 分

社会福祉法人 悠仁福祉会　デイサービスセンターヴィラ鳳凰※☆◎

［住所］〒611-0021 京都府宇治市宇治里尻 36 番 35　［アクセス］JR 奈良線「宇治駅」徒歩 3 分／京阪宇治線「宇治駅」徒歩 8 分

社会福祉法人 青谷福祉会　城陽市立東部デイサービスセンター※☆◎

［住所］〒610-0102 城陽市久世芝ヶ原 6 番地の 2　［ＴＥＬ］0774-56-2530　［ＦＡＸ］0774-56-2531
［アクセス］近鉄「久津川駅」より徒歩 5 分／ JR「城陽駅」より徒歩 15 分

社会福祉法人 青谷福祉会　デイサービスセンター加茂の里※☆◎

［住所］〒619-1154 京都府木津川市加茂町駅東四丁目1 番地 3　［ＴＥＬ］0774-76-7607　［ＦＡＸ］0774-76-7802　［アクセス］ＪＲ大和路線「加茂駅」徒歩 2分

※京都介護・福祉サービス第三者評価等支援機構による第三者評価受診施設
☆ISO9001：2015 認証
◎きょうと福祉人材育成認証制度「認証事業所」

社会福祉法人 青谷福祉会　訪問看護ステーションあじさい※☆◎

［住所］〒619-1154　木津川市加茂町駅東四丁目1 番地 3　［ＴＥＬ］0774-76-0234　［ＦＡＸ］0774-76-7802

医療法人財団宮津康生会　宮津武田病院　訪問看護ステーション
［住所］〒626-0041　京都府宮津市字鶴賀 2058 番地の 7　［ＴＥＬ］0772-22-2525　［ＦＡＸ］0772-22-2526

社会福祉法人 悠仁福祉会　訪問看護ステーションふくろう※☆◎

［住所］〒611-0021　京都府宇治市宇治里尻 36 番 35　［ＴＥＬ］0774-25-1150　［ＦＡＸ］0774-25-1161

訪問介護ステーション

住み慣れた我が家での療養や介護を支援

社会福祉法人 青谷福祉会　たけだホームヘルプサービス三条小川※☆◎

［住所］〒604-8246 京都市中京区小川通三条下ル猩々町 124　［ＴＥＬ］075-211-5999　［ＦＡＸ］075-254-1107

社会福祉法人 青谷福祉会　訪問介護ステーションヴィラ山科※☆◎

［住所］〒607-8179 京都市山科区大宅御所田町 115-1　［ＴＥＬ］075-575-5252　［ＦＡＸ］075-575-5055

社会福祉法人 青谷福祉会　訪問介護ステーションヴィラ城陽※☆◎

［住所］〒610-0114 京都府城陽市市辺笹原 1 番地　［ＴＥＬ］0774-55-1875　［ＦＡＸ］0774-54-3321

社会福祉法人 青谷福祉会　訪問介護ステーション加茂の里※☆◎

［住所］〒619-1154 京都府木津川市加茂町駅東二丁目2 番地 1 ユニ加茂壱番館（JR 加茂駅前）　［ＴＥＬ］0774-76-0233　［ＦＡＸ］0774-76-8461

社会福祉法人 悠仁福祉会　訪問介護ステーションふくろう※☆◎

［住所］〒611-0021 京都府宇治市宇治里尻 36 番 35　［ＴＥＬ］0774-25-1160　［ＦＡＸ］0774-25-1161

訪問リハビリテーション

自宅でいきいきとした生活を送るため自立を支援

医療法人財団 医道会　十条武田リハビリテーション病院
［住所］〒601-8325 京都市南区吉祥院八反田町 32 番地　［ＴＥＬ］075-671-2351（代表）　［ＦＡＸ］075-671-2961

宇治武田病院
［住所］〒611-0021 京都府宇治市宇治里尻 36-26　［ＴＥＬ］0774-25-2500（代表）　［ＦＡＸ］0774-25-2353

木津屋橋武田クリニック
［住所］〒600-8231 京都市下京区油小路通下魚棚下る油小路町 293 番地　［ＴＥＬ］075-343-1766（代表）　［ＦＡＸ］075-343-5739

指定管理者 医療法人 医仁会　精華町国民健康保険病院
［住所］〒619-0241 京都府相楽郡精華町祝園砂子田 7 番地　［ＴＥＬ］0774-94-2076（代表）　［ＦＡＸ］0774-93-2818

医療法人 医仁会 老人保健施設　いわやの里訪問リハビリテーション※☆◎

［住所］〒607-8177 京都市山科区大宅古海道町 52　［ＴＥＬ］075-572-1811　［ＦＡＸ］075-572-1880

通所リハビリテーション（デイケア）

日常生活上の支援だけでなく生活機能向上のためのリハビリテーションを実施

医療法人 医仁会　老人保健施設　白寿※☆◎

［住所］〒601-1434 京都市伏見区石田森南町 9 番地　［ＴＥＬ］075-572-8207　［ＦＡＸ］075-572-8726

医療法人 医仁会　老人保健施設　いわやの里※☆◎

［住所］〒607-8177 京都市山科区大宅古海道町 52　［ＴＥＬ］075-572-1811　［ＦＡＸ］075-572-1880

ヴィラ山科オレンジデイサービスセンター※☆◎

オレンジデイサービスセンターヴィラ鳳凰☆◎

京都市下京・中部 地域包括支援センター
（高齢サポート・下京中部）☆ 京都市下京区西洞院塩小路上る北不動堂町573

下京区

地　区

伏見区

山科区

京都市醍醐・南部 地域包括支援センター
（高齢サポート・醍醐南部）☆◎ 京都市伏見区石田森南町9番地

京都市大宅 地域包括支援センター
（高齢サポート・大宅）☆◎ 京都市山科区大宅御所田町115-1 075-572-6660

075-361-1060京都市下京区 地域介護予防推進センター☆◎ 京都市下京区七条通西洞院西入る南側大黒町227
第2キョートビル5階

075-361-1536

075-572-8640

事業所名 電　話

居宅介護支援事業

介
護
保
険
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

ご
利
用
者
や
ご
家
族
の
心
強
い
味
方

武田病院☆ 京都市下京区七条通西洞院西入る南側大黒町227
第2キョートビル5階下京区

地　区

伏見区

山科区

宇治市

木津川市

白寿※☆◎ 京都市伏見区石田森南町 9 番地

ヴィラ山科居宅介護支援事業所※☆◎ 京都市山科区大宅御所田町 115-1 075-561-6577

ヴィラ山科居宅介護支援事業所
清水焼団地センター☆◎ 京都市山科区川田清水焼団地町 6-2 075-632-9501

0774-25-2675ヴィラ鳳凰居宅介護支援事業所※☆◎ 宇治市宇治里尻 36 番 35

0774-32-1212セリエ居宅介護支援事業所宇治五ヶ庄☆ 京都府宇治市五ヶ庄戸ノ内 19-１

加茂の里居宅介護支援事業所※☆◎ 京都府木津川市加茂町駅東四丁目1 番地 3 0774-34-1123

ヴィラ稲荷山 居宅介護支援事業所※☆◎ 075-561-6577

武田病院グループ　施設紹介

［ＴＥＬ］0774-25-2577　［ＦＡＸ］0774-25-2788

［ＴＥＬ］0774-25-1120　［ＦＡＸ］0774-25-1121

京
都
府
指
定
事
業
一
覧
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武田病院グループでは、介護福祉士の受験資格である介護福祉士実務者研修を株式会社学研ココファン

スタッフアカデミー事業部（以下学研アカデミー）と共催で開催しており、今年で４年目となります。

介護福祉士実務者研修は、質の高い介護サービスを安定的に提供していくことを目標に、基本的な介護

提供能力の修得を目的とした資格です。 また、介護福祉士国家試験の受験資格は、2017年より「実務者

研修の受講・修了」が義務付けがされました。よって、介護福祉士実務者研修は介護福祉士資格を目指す

うえで必須の資格となっています。

我々が開催している介護福祉士実務者研修は通信制であり、自宅学習にてレポートを作成するのと併用

でスクーリング（介護過程・医療的ケア）も行われます。受講期間は６ヵ月（最大450時間）であり受講生は

一般の方も対象であり、グループ外の施設や病院に勤められている方など様々な方が参加されます。

会場は特別養護老人ホームヴィラ稲荷山（京都市）と京都認知症総合センター（宇治市）で実施しており、

実際の施設で実地研修や実技を行うことでより介護をイメージしやすいようにしています。

日本の高齢化率は28.4％（2019年９月現在）であり高齢化が

ますます進んでいくなか、より専門性を持った介護福祉士が

必要とされます。

今後も武田病院グループと学研アカデミーが主催する介

護福祉士実務者研修を通じて１人でも多くの介護福祉士を

輩出できるよう、我々講師陣もかんばって参ります。

武田病院グループ本部　福祉介護部　次長　山﨑 諭

TAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information NewsTAKEDA Information News

介護福祉士実務者研修を実施

未来の介護福祉士を目指して！
注目される変形性関節症に対する再生医療「ＡＰＳ療法」をはじめました

開設二十周年記念式典を開催

地域の皆さんに感謝を伝える

さらに緻密で正確な診断へ

最新のアーム型Ｘ線ＣＴ診断装置を導入

宇治武田病院では、変形性関節症に対する再生医療で

ある「ＡＰＳ療法」をはじめました。対象となるのは変

形性関節症です。おもに膝関節ですが、肩や股、足関節

などでも適応となるケースがあります。このＡＰＳ治療

は、公的医療保険の対象でない自由診療のため、全額自

費負担となりますのでご注意ください（※）。

ＡＰＳ治療は、患者さん自身の血液からPRP（Platelet-rich 

Plasma;多血小板血漿）を抽出して関節内に注射します。

これにより、変形性関節症における関節内の炎症バラン

スを改善させ、炎症由来の疼痛や軟骨破壊を抑制するこ

とをめざす、安全性の高い新たな治療法です。

効果には個人差があり、早ければ２週間以内に効果は

現れます。多くの場合２～３ヵ月以内に現れ、効果の持

続期間は最長２年間の報告もあります。治療時間は１時

間程度であり、入院の必要はありません。詳細につきま

しては下記までお問合せ下さい。

☎０７７４－２５－２５００
https://www.takedahp.or.jp/uji/consultation/
introduction/saiseiiryo.html

特別養護老人ホーム 加茂の里（青谷福祉会）は３月

22日、開設20周年を記念する式典を開催しました。

冒頭、挨拶に立った社会福祉法人青谷福祉会の武田

道子理事長（武田病院グループ副理事長）は、これまで

支えて頂いた地域住民の皆さん、協力団体の皆さんに

謝意を表し、「この節目を迎え　新たな気持ちのもと　

ご利用者・ご家族はもちろんのこと　地域社会にも信

頼される施設として　職員一同頑張ってまいります」

と挨拶しました。

式典では、加茂の里の20年の歩みをまとめたスラ

イドショーが行われたほか、応援頂いた団体様へ感謝

状・記念品が贈呈されるなど、会場は終始、お祝いム

ードに包まれました。

北山武田病院歯科口腔外科ではこのほど、最新の３

次元ＣＴを導入しました。これにより、レントゲンで

は把握しきれない病巣の３次元的広がりを容易に掴む

ことができます。ピクセルサイズ 76μm（※1）という非

常に緻
ち

密
みつ

な再現能力を発揮し、12bit階調の、なめら

かな硬・軟組織の表現で、奥行き感のあるセファロ画

像（※2）を生み出します。インプラント、歯周病、根管

治療（歯の根の治療）、顎関節症などの治療時に非常に

有効です。

※患者さんが個々にご契約される民間保険契約はこの限りではありません
※クレジットカードによるお支払いにも対応しています

※１：μmは0.001mm
※２：規格に基づく頭部Ｘ線写真

宇治武田病院

特別養護老人ホーム 加茂の里 北山武田病院
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みなさんは定期的な運動習慣がありますか？新型コロナウイ
ルスの影響で外出が制限され、屋外での運動やレクリエーション
活動などができず、身体がなまり、運動不足を感じた方も多いの
ではないでしょうか。また、雨や炎天下では、外出が億

おっ

劫
くう

になる
方がいるかもしれません。
厚生労働省の国民健康・栄養調査（平成30年度）では、20歳

以上で運動習慣のある者の割合は男性31.8％、女性25.5％と、直近の10年を比較して
みると特に女性の割合が減ってきています（「運動習慣のある者」とは、1回30分以上の

運動を週2回以上実施し、1年以上継続している方です）。運動が始められない理由は様々あ
ると思いますが、「運動する場所がないからできない」という方も少なくないでしょう。また、新型

コロナウイルスの影響についてのあるアンケート調査（※）では、46.4％の人が「運動する機会や運動量が減った」と
いう結果がでています。ほかにも、「歩数、活動量が減った」と回答した人の 2人に 1人が「体重が増加した」と答
えており、長い目で見ると新型コロナウイルスの流行が生活習慣病のリスク増加に繋

つな

がる可能性も否
いな

めません。
今回は、室内でも気軽にできる有酸素運動として、「踏み台昇降」を紹介します。ぜひ試してみてください。

※オムロン ヘルスケア株式会社　新型コロナウイルス感染症の流行における意識と生活習慣の変化（オムロン ヘルスケア株式会社 2020.5.15）

医仁会武田総合病院　疾病予防センター　理学療法士　荻野 沙矢加
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まずは１錠ずつ切り離さないことです。とはいえ、１日に

たくさんの種類の薬を飲まねばならない患者さんにとって、

薬の管理は大変です。飲み忘れがないよう必要な薬を分けて

おくには、１錠ずつ切り離したくなるものです。

その場合は、「一包化」という方法がお勧めです。一包化

とは、１回分ずつの薬を小さな袋で包装された状態でもら

う方法です。１回に必要な薬を PTPから取り出された形で
１つの袋にまとめてもらうことで、薬の管理が楽になり PTP
ごと服用する事故もなくなります。

もちろん一包化にも欠点はあります。PTPがないため何の
薬を飲んでいるかが分かりにくくなるのです。吸湿性などの

問題から一包化できない薬もあります。また、薬の処方に変

更があった場合（種類が増えたり減ったりなど）、調整がし

にくいという欠点や、一包化で待ち時間が長くなる・手数料

がかかるといった欠点もあります。

個人差がありますので、より良い服薬環境となるよう、医

師・薬剤師にぜひご相談下さい。

医仁会武田総合病院　薬局長代理　松田　真一郎

まず最初に PTPという言葉についてですが、これは “press 
through pack ” の略で、錠剤をプラスチックとアルミではさ
んだシート状の包装のことです。1996年以前の PTPは、縦
横それぞれにミシン目が入っていて、１錠ずつ簡単に切り離

せる構造になっていました。一見便利に見えるのですが、１

錠ずつ切り離せることで薬を包装ごと飲みこんでしまい、喉

や食道などを傷つけたという事故が特に高齢者で相次ぎまし

た。１錠単位に切り離した薬を PTP包装のまま飲み込んで
しまうと、自力で取り出すことは難しく、X線写真にも写り
にくいため内視鏡で取り出すことになり、手術が必要になる

こともありました。そこで、被害の未然防止・拡大防止のた

め、簡単には１錠ずつ切り離せないようにと現在の形になり

ました。ただ、それでも１錠単位に切り

離した PTPを誤飲してしまう事故は後
を絶ちません。ミシン目がなくなっ

ても、結局患者さんがハサミで切り

離してしまうため、依然として誤

飲事故が起こっているのです。

ＰＴＰと一包化について
服薬指導で患者さんと話していると、錠剤を1つずつ切ってほしいという要望を

受けることがあります。昔は薬のシートのミシン目が1錠ずつ切り離せるよう縦横

に入っていましたが、現在は縦もしくは横のどちらか一方にしか入っていません。

これに不便だという患者さんの声を聞くこともありますが、何故こうなったのでし

ょうか？

を誤飲してしまう事故は後

ＰＴＰには誤飲事故のリスクがある

誤飲事故を防ぐ方法は？

～新型コロナウイルス感染対策～
当院緩和ケア病棟での取り組み「つながっtel」面会

日本緩和医療学会等が発表した新型コロナウイルス感染関連の調査結果によると、全国の

緩和ケア病棟の98％で「面会制限」が行われていました。当院も面会による感染リスクを減

らすために必要な措置であると判断し、４月から「面会制限」に踏み切りました。

これは緩和ケア病棟に勤務して５年目の私にとっても初めての経験です。患者さんの「家族

に会えない辛さ」を目のあたりにし、面会制限を行っていることに苦悩しながら日々のケアを行っていました。

そうしたなか、直接面会なしにコミュニケーションをしていただこうと、iPadを使用しての「つながっｔeｌ」面会を患者支援室が中心
となって開始しました。

80代の患者さんは、見たこともない画面から現われたご家族の笑顔に驚かれながらも安堵の笑みを浮かべられました。ご長男さんか

ら初任給でのお花のプレゼントを贈られた50歳代の患者さんは、タブレット画面に映るご長男さんから「お父さんありがとう！」と言葉

をかけられて大粒の涙を流されました。とりわけ、「人生の最終段階」を患者さんとご家族が一緒に過ごすことはとても大切です。直接、

お会いできないなかではありましたが、何とか患者さんとご家族をつないで同じ時を過ごしていただく取り組みとなりました。

１ヶ月で約50件の面会をご支援し、ご活用された患者さん・ご家族皆さんに喜んで頂きました。私たちにとっても、患者さんの笑顔や

喜びの涙は何よりの癒しのプレゼントとなりました。

今後も訪れるであろう、第２波・第３波に備え、直接ご面会ができない状況であっても患者さんとご家族が可能な限り繋
つな

がることがで

きるよう、私たちも努力しながら関わっていきたいと思います。

稲荷山武田病院  緩和ケア病棟  看護師　羽生　奈緒子

感染予防のためオンライン面会を導入
「顔が見れて安心した」など喜びの声を頂く

今回、新型コロナウイルスの感染拡大により、感染予防のため当施設でも４月10日からご家族さ

んとの面会が禁止となりました。この対応にあたり、ご家族さんにはご納得をいただけたのですが、

利用者さんによっては、事態のご理解が難しいケースもあり、いずれにしましてもご家族とお会い

できないことに対し、ご不安を感じておられるご様子でした。

そこでこの対応としてグループ福祉介護部６施設で、ＬＩＮＥビデオ通話を介した「オンライン面

会」を５月２日より開始しました。当初は、「何これ？！」と利用者さんが驚いてしまい、ご面会・

対話にならないケースもございましたが、ご家族さんからは、「元気そうで良かった」「顔が見れて

安心しました」など、喜びの声を聞くことができました。利用状況は１日あたり１件～２件程です。

今回の様にご面会が制限されるような事態となった場合、

画面越しでもお顔を見て会話が出来る体制をとることができた

のは本当に良かったと感じます。一方で、ご家族さんもご高

齢の場合、オンラインで対応することはハードルが高く、導入

するのが難しいといった問題点も浮き彫りとなりました。今後

も安全性を保ちつつ、安心ある介護・福祉環境の充実を図る

べく様々な手法を取り入れ、地域の皆さんのご期待に沿えるよ

う努力を続けてまいります。

老人保健施設  白寿　看護師一同

新型コロナウイルス感染対策
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

コミュニケーション支援

➡

■■

支援

日本緩和医療学会等が発表した新型コロナウイルス感染関連の調査結果によると、全国の

％で「面会制限」が行われていました。当院も面会による感染リスクを減

これは緩和ケア病棟に勤務して５年目の私にとっても初めての経験です。患者さんの「家族
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私たちは常に思いやりの心をもち　患者さんに信頼される病院でありたい

私たちは人々の生命の尊厳に対する希求
健康への願いに対するニーズに応え
地域社会に信頼される病院でありたい

私たちはお互いに尊敬と協調の心をもち
職員相互が信頼しあう病院でありたい

武田病院グループは
患者さんとの間に思いやりと信頼のかけ橋を
地域社会との間に信義と信頼のかけ橋を
すべての職員の間に心と心をつなぐ
信頼のかけ橋をつくりあげる

努力を重ねます

私たちは
患者さんの意見・立場を大切にし
インフォームド・コンセントを

尊重します

武田病院グループは地球環境の保全を
保健・医療・福祉活動

及び関連活動で常に考慮し
地球にやさしい、心がかよう、心が安らぐ
豊かな社会環境の実現に貢献します

患者さん

患者さん
患者さん

患者さん

患者さん

患者さん

患者さん
患者さん

患者さん

患者さん

患者さん

私たちのまち京都は、千余年に及ぶ永い歴史の中で特色のある伝統・文化をはぐくみ、
歴史と文化の香り高い独自の環境を形成し自然との共生の中で伝統と創造のまちとして発展してきました。

武田病院グループは京都で活動する意義と責務を深く認識し、地球環境保全を保健・医療・福祉活動及び関連活動で常に考慮し、
地球にやさしい、心がかよう、心が安らぐ豊かな社会環境の実現に貢献します。

また、関連する法的要求事項、自己公約を遵守するとともに関連団体における環境理念等を尊重し、
気候変動の緩和に適応した低炭素化社会の形成、医療・保健材料の省資源化、再生化を考慮した資源循環型社会の発展に貢献します。

私たち、一人ひとりが適切な保健、医療、福祉の提供の中で環境の有限性を深く認識し、組織的に継続的な改善を目指した環境マネジメントシステムの運用をはかります。

環境方針書Ｎｏ3　17.01.20

① 省資源・省エネルギーの推進
保健・医療・福祉活動及び関連活動における消耗品の省資源化、再生化を図り、
資源循環型社会の形成を推進します。
再生可能なエネルギーの導入、省エネルギーの推進により二酸化炭素の排出を抑
え、低炭素化社会の形成を推進します。

② 廃棄物の３Ｒ（減らす、再使用、再資源化）の推進
保健・医療・福祉活動及び関連活動によって発生する廃棄物の３Ｒを推進します。
購入段階から再使用、再資源化可能な材料等を取り入れ、廃棄物の減量化を図り
ます。また、医療廃棄物の安全処理・廃棄については、厳重に管理します。

③ 安全性・快適性の推進
自然災害・人災等に対応した地域社会との連携、施設の保健・医療・福祉活動の
継続的改善を図り、医療消耗品、薬品、食料の備蓄、エネルギー供給の多重化等
を含む安全確保、及び事業活動による汚染の予防と施設環境の改善、快適性を推
進します。

④ 環境広報活動の推進
環境方針・目的の全職員への周知徹底及び施設利用者、地域社会、利害関係者等
とのコミュニケーションを目的とした情報提供、環境広報活動を推進します。

◎
藤
林
道
寿
（
ふ
じ
ば
や
し
・
ど
う
じ
ゅ
）

德
川
幕
府
の
御
典
医
・
藤
林
道
寿
は
、天
皇
家

の
典
医
で
も
あ
り
ま
し
た
。
寛
永
17（
１
６
４
０
）

年
、
江
戸
幕
府
が
御
土
居
よ
り
南
に
広
大
な
薬

園（
薬
草
園
）を
開
き
、
こ
れ
を
幕
府
医
官
・
藤

林
道
寿
一
族
に
薬
園
預
り
を
任
じ
ま
す
。
藤
林

家
は
、
代
々
〝
道
寿
〞
の
名
を
世
襲
し
、
鷹
ヶ

峰
に
居
を
構
え
て
薬
園
の
管
理
に
あ
た
り
ま
し

た
。『
京
都
御
役
所
向
覚
書
』
に
よ
れ
ば
、
面

積
一
町
二
反（
お
よ
そ
一
万
平
米
）の
大
規
模
な

薬
草
畑
。
薬
種
の
95
種
が
天
皇
に
献
上
さ
れ
73

種
が
江
戸
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
幕
府
に
納
め
た

こ
と
に
よ
り
、「
京
の
伝

統
野
菜
」
の
名
産
地
と

し
て
知
ら
れ
、
辛
味
大

根
、
聖
護
院
大
根
、
朝

鮮
人
参
、
唐
辛
子（
鷹
峯

と
う
が
ら
し
）
、
鷹
峯
ね

ぎ
、
鹿
ケ
谷
か
ぼ
ち
ゃ

な
ど
今
日
で
も
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。

明
治
維
新
後
、
藤
林

道
寿
は
解
任
さ
れ
、
薬

園
は
維
持
さ
れ
る
こ
と

な
く
農
地
へ
と
転
用
さ
れ
ま
し
た
。「
鷹
ヶ
峰
薬

園
跡
」に
石
碑
が
建
立
さ
れ
た
の
は
２
０
１
０
年

11
月
、
故
山
田
真
さ
ん
の
寄
贈
で
「
京
都
歴
史

地
理
同
好
会
」
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。
隣
に
は
鷹
ヶ
峰
薬
園
の
歴
史
を

説
明
す
る
案
内
板
が
あ
り
ま
す
。

当
時
の「
小
石
川
薬
園
跡
」（
東
京
）

を
始
め
、「
旧
島
原
藩

薬
園
跡
」（
長
崎
県
）、

「
森
野
旧
薬
園
」（
奈

良
県
）、佐
多
旧
薬
園

（
鹿
児
島
県
）の
薬
草

が
栽
培
さ
れ
、
い
ず

れ
も
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

徳
川
幕
府
が
藤
林
家

に
栽
培
、
江
戸
に
運
ば
せ
た
と
い
う
「
鷹
ヶ
峰

薬
園
」
は
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
当
時
の
面
影

を
残
し
て
い
ま
せ
ん
が
、現
存
す
る
「
藤
林
町
」

の
地
名
が
往
時
を
し
の
ば
せ
、
薬
園
跡
地
に
は

旧
藤
林
邸
の
井
戸
の
み
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
藤
林
普
山
（
ふ
じ
ば
や
し
・
ふ
ざ
ん
）

道
寿
が
薬
園
を
預
っ
て
か
ら
１
４
０
年
。
山

城
国
綴
喜
郡
普
賢
寺
村
（
現
・
京
田
辺
市
）
水

取
に
て
、
藤
林
普
山（
１
７
８
１
〜
１
８
３
６
）
が

誕
生
し
ま
す
。
通
称
は
泰
介
、
淳
道
。
号
が
普

山
お
よ
び
筒
城
。
と
き
は
江
戸
時
代
後
期
、
普

山
は
16
歳
か
ら
３
年
間
、京
都
で
医
学
を
学
び
、

特
に
西
洋
医
学
は
10
年
も
か
け
て
独
学
を
通
し

ま
し
た
。
そ
の
後
稲
村
三
伯（
海
上
随
鴎
）に
師

事
し
、
伏
見
の
小
森
桃
塢（
と
う
う
）
と
一
緒
に

入
門
。
文
化
７（
１
８
１
０
）
年
に
稲
村
ら
の
『
ハ

ル
マ
和
解
』
を
要
約
し
た
蘭
和
辞
書
『
訳
鍵（
や

く
け
ん
）
』
を
編
さ
ん
発
刊
す
る
な
ど
、『
和
蘭（
オ

ラ
ン
ダ
）
語
法
解
）』『
西
医
方
選
』
な
ど
医
書

の
翻
訳
を
後
世
に
残
し
、
蘭
学
の
興
隆
に
貢
献

し
ま
し
た
。
普
山
が
寄
稿
し
た
も
の
は
数
多
い

と
さ
れ
て
い
る
の
に
出
版
に
至
っ
た
も
の
が
少

な
い
の
は
、
江
戸
で
遭
っ
た
火
災
が
原
因
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
山
の
門
人
に
は
、
植
物
学
者
で
蘭
方
医
の

伊
藤
圭
介
、
幕
末
の
洋
方
医
で
徳
川
家
定（
い
え

さ
だ
）
の
侍
医
と
な
る
竹
内
玄
同（
げ
ん
ど
う
）
、

久
保
久
安
、
塩
田
文
庵
な
ど
多
く
の
弟
子
を
育

成
。
普
山
は
晩
年
、
有
栖
川
宮
家
の
専
属
医
官

と
な
り
ま
し
た
。

普
山
は
、
天
保
７（
１
８
３
６
）
年
、
56
歳
で
亡

く
な
り
ま
す
が
、
普
山
没
後
の
学
塾
を
受
け
た

藤
林
家
子
息
も
ま
た
医
学
の
道
を
歩
み
、
有
栖

川
宮
家
に
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
門
人
も
多
く
あ

っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
資
料
は
普
山
後
年
の

「
門
人
録
」と
と
も
に「
禁
門
の
変
」（
文
久
３
年
７

月
）
な
ど
幕
末
の
戦
乱
で
焼
失
し
た
と
い
い
ま
す
。

京都明細大絵図（部分）鷹ヶ峰付近
提供：京都市歴史資料館

藤林普山の墓碑（金戒光明寺） 藤林普山生誕の地（京田辺市）

献上薬種排水の井戸

京
を
支
え
た
医
師
と
く
す
り

徳
川
家
康
は
医
薬
に
興
味
を
持
ち
︑
医
師
と
し
て
も
一
流
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
医
・

薬
学
は
奨
励
さ
れ
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
︒
江
戸
時
代
︑
各
地
で
売
薬
業
が
さ
か
ん
に
な
り
︑

旅
の
土
産
に
は
各
地
の
名
薬
が
流
行
︒
医
者
は
薬
種
問
屋
か
ら
生
薬
を
買
い
︑
た
く
さ
ん
の
引

き
出
し
が
つ
い
た
百
味
箪
笥︵
ひ
ゃ
く
み
だ
ん
す
︶に
保
管
し
︑
患
者
の
症
状
に
あ
わ
せ
て
調
合
し

て
い
ま
し
た
︒
こ
の
頃
︑
二
つ
の
﹁
藤
林
家
﹂
が
京
都
の
医
学
を
支
え
ま
す
︒

藤林道寿邸

案内板に書かれて
いる薬園跡の歴史鷹ヶ峰薬園跡（京都市北区鷹峯）
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